
　４月上旬、国指定天然記念物の三隅大平桜が満開を
迎えました。近年は、花の芽を鳥に食べられるなど、
花が少ない時期が続いていましたが、今年は見事な花
を咲かせました。
　４月５日㈯・６日㈰には、大平桜まつりも開催され、
多くの花見客でにぎわいました。
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※　「国府小学校」完成イメージ図

　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
は
、
引

き
続
き
『
集
中
と
選
択
』
を
テ
ー
マ
と
し
、

「
中
期
財
政
計
画
」
に
沿
っ
て
、
行
財
政

改
革
の
着
実
な
実
行
と
計
画
的
な
予
算
編

成
に
努
め
、
主
要
施
策
に
重
点
配
分
を
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー
リ

ン
グ
）
を
設
定
し
、
消
費
税
増
税
の
影
響

を
踏
ま
え
た
上
で
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る

徹
底
的
な
見
直
し
を
行
う
一
方
で
、
重
要

政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
「
元
気
な
浜
田

枠
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
「
元
気
な
浜
田
枠
」
で
は
、
３
つ
の
重
点

施
策
、
す
な
わ
ち
、「
産
業
振
興
、
企
業
誘

致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
」、「
子

育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
」、「
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
む
予
算
を
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
元
気
な
浜
田
枠
」
の
財
源
を

捻
出
す
る
た
め
、
中
期
財
政
計
画
で
予
定

し
て
い
た
一
部
の
普
通
建
設
事
業
を
見
直

し
又
は
先
送
り
し
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、

国
府
小
学
校
建
設
に
13
億
１
千
万
円
、
旭

統
合
小
学
校
建
設
に
４
億
２
千
万
円
、
長

浜
西
住
宅
建
設
に
10
億
５
千
万
円
と
い
っ

た
大
規
模
事
業
や
、
財
政
運
営
の
健
全
化

の
た
め
９
億
３
千
万
円
の
地
方
債
の
繰
上

償
還
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
３
９
３
億
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
金
額
で
10
億
円
の
増
、

率
に
し
て
２
・
６
％
の
増
と
、
市
町
村
合

併
後
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
同
様
に
予
算
編
成
上
、
収
支

不
足
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
基
金
取
崩
し

に
頼
ら
な
い
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

「
元
気
な
浜
田
」
を
創
る
た
め
に
必
要
な

投
資
を
必
要
な
時
期
に
行
う
方
針
の
下
、

当
面
予
算
規
模
が
拡
大
す
る
予
定
で
す
が
、

「
削
減
す
べ
き
は
削
減
す
る
」
と
い
う
姿

勢
で
、
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
に
も
し
っ
か

り
と
努
め
て
い
き
ま
す
。

平成26年度浜田市当初予算

一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
総
額　
３
９
３
億
円

◎
予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て



3　　　広報はまだ：平成26年５月号

一般会計
歳出【性質別】
393億円

義
務
的
経
費

（47.1%）

（32.0%）

その他
の
経
費

投資的経費投資的経費
（20.9%）（20.9%）

人件費
5,962(15.2％)

扶助費
6,535(16.6％)

公債費
6,003(15.3％)

普通建設事業費等
8,218(20.9％)

物件費
4,353(11.1％)

維持補修費
403(1.0％)

補助費等
3,003(7.7％)

投資及び出資金
32(0.1％)

貸付金
246(0.6％)

繰出金
3,827(9.7％)

積立金
718(1.8％)

自
主
財
源

（30.3%）

（69.7%）

一般会計
歳入
393億円

市税
7,253(18.5％)

分担金及び
負担金
584(1.5％)

使用料及び
手数料
555(1.4％)

繰入金
2,263(5.8％)依

存
財
源

諸収入
966(2.5％)

その他
287(0.6％)

地方譲与税等
1,118(3.0％)

国庫支出金
4,770(12.1％)
国庫支出金
4,770(12.1％)

県支出金
2,492(6.3％)
県支出金
2,492(6.3％)

市債
6,812(17.3％)

地方交付税
12,200(31.0％)
地方交付税
12,200(31.0％)

（単位：百万円）

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、

事業の受益者から、一部を負担してもら
うお金

●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証
明の発行などの手数料

●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：財産の貸付収入など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市

に交付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政

サービスが提供できるよう国が交付する
お金

●国庫支出金：特定の事業に対して交付さ
れる国からの補助金など

●県支出金：特定の事業に対して交付され
る県からの補助金など

●市債：市が資金調達のために借り入れる
お金

（単位：百万円）

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

平成２6年度予算
■特別会計　　（10会計）
■公営企業会計（２会計）

■公営企業会計 （単位：千円）

会　　計　　名 収　入 支　出

水  道  事  業
収益的収支 1,104,923 1,090,693
資本的収支 229,950 613,214

工 業 用 水 道 事 業
収益的収支 132,119 131,609
資本的収支 0 19,827

■特別会計 （単位：千円）

会　　計　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険
事 業 勘 定 7,297,856
直 診 勘 定 317,968

駐 車 場 事 業 57,464
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 17,043
国 民 宿 舎 事 業 78,295
公 共 下 水 道 事 業 869,997
農 業 集 落 排 水 事 業 584,473
漁 業 集 落 排 水 事 業 56,099
生 活 排 水 処 理 事 業 92,317
簡 易 水 道 事 業 1,413,820
後 期 高 齢 者 医 療 779,486

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経
費

●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療
費などの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要
する経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校
など公共用又は公用施設の建設に要する経
費及び災害復旧に要する経費

●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・委
託料・使用料及び賃借料などの物財調達の
ための経費 

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用
施設などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付
金・負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●投資及び出資金：財産運用のための投資・

公益上の必要性から支出される出資金など
の経費 

●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目
的として貸付けを行うための経費　

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計
相互間において支出される経費

一
般
会
計
の
概
要

歳　入用語解説（歳入）

歳　出
用語解説（歳出）
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平成26年度当初予算額　３９３億円　を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。

市民１人あたりの歳出状況

１人あたりの
歳  出  額

67万5,9２0円
平成26年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり
96万7,693円

庁舎の管理、徴
税、地域振興な
どに使います。79,555円

高齢者や障がいのある
人、生活保護などに使
います。176,468円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。19,043円36,513円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。26,922円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

103,273円

小中学校、幼稚園、
公民館の運営、文
化財保護、生涯学
習などに使います。

82,528円

議会運営、勤労青
少 年 ホ ー ム の 運
営、災害復旧など
に使います。

22,462円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
漁業の振興に
使います。54,928円

74,228円

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他

※　予算額（一般会計）を10,000
分の１にして１年間の家計簿風
にしてみると…

支出（　）は市の性質別区分 平成26年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 59万6千円 15.2　
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 43万5千円 11.1　
医療費（扶助費） 65万4千円 16.6　
ローンの返済金（公債費） 60万円 15.3　
子どもへの仕送り（繰出金） 38万3千円 9.7　
家の増築費（普通建設事業費等） 82万2千円 20.9　
町内会費、サークル会費
（補助費等） 30万円 7.7　

定期貯金（積立金） 7万2千円 1.8　
アパートの修理、知人へ貸したお金
など(維持補修費、貸付金など） 6万8千円 1.7　

合　　　　計 393万円 100.0　

収入（　）は市の収入科目 平成26年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税） 72万5千円 18.5　
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 23万9千円 6.0　

預金の取崩し（繰入金） 22万7千円 5.8　

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等） 133万2千円 34.0

兄弟からの援助（国県支出金） 72万6千円 18.4　
家を増築するための銀行からの借
入金（市債） 68万1千円 17.3　

合　　　　計 393万円 100.0　

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　ローン返済のための預金の取崩し（繰入金）が減ります。
　　　　兄弟からの援助（国県支出金）が多くなります。
・支出　ローンの返済（公債費）が減ります。
　　　　家の増築費（普通建設事業費等）が多くなります。

人   口   ５８，１４３人
世帯数　２６，８３３世帯

（Ｈ26．３．１現在）

…浜田さん家の家計簿…
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　本年度の歳出予算のうち、重点施策及び新規事業を中心に、主な
事業をお知らせします。

○地域公共交通再編事業【942万円（新規）】
　「しまねの郷づくりカルテ」の「緊急性」地区に居
住する70歳以上の住民を対象に、地域公共交通の高齢
者利用補助制度を試行的に実施する。

○「元気な浜田」農産物振興プロジェクト事業
【461万円（新規）】

　農業算出額１億円以上の浜田市の顔となる農作物を
振興することで、農業者の所得の確保と農業意欲の高
揚を図る。
○浜田漁港高度利用促進事業【1,599万円（新規）】
　瀬戸ヶ島地区（浜田漁港エリア）について、今後10
年間を目途とした活性化策を検討する。
○「山陰浜田港」水産物ブランド化推進事業

【278万円（新規）】
　「山陰浜田港」をＰＲするため、「（仮称）浜田の四季の
お魚」や「どんちっち」ブランドの認知度を高め、浜
田産魚の消費拡大を図る。
○港湾活用促進事業【769万円（新規）】
　山陽地区企業を重点的にポートセールスを行い、浜
田港のＰＲや利用促進のためのセミナーを開催する。
○起業家支援プロジェクト事業【358万円（新規）】
　若者や女性、シニア層による起業・創業を支援し、
新たな働き場の創出を図る。
○広島開拓特別プロジェクトチーム運営事業

【3,060万円（新規）】
　広島をターゲットとした特別プロジェクトチームを
組織し、浜田産品の販路拡大や企業誘致活動などに取
り組む。
○一次加工協業化推進事業【751万円（新規）】
　食品の一次加工における市内企業の協業化を促し、
食品の安定供給を推進するとともに地域産業の発展を
目指す。
○石見神楽定期公演推進事業【194万円（新規）】
　夜神楽定期公演を行うとともに、広島で石見神楽教
室を実施することで、観光客の増加を目指す。
○「ようこそ！浜田」事業【1,590万円（新規）】
　「ようこそ！浜田」のキャッチフレーズのもと、市
民への公募により選定する浜田の宝と、今ある観光資
源を合わせた観光メニューの開発などを行い、宿泊観
光客の誘致を図る。

○特別養護老人ホーム施設整備支援事業
【4,500万円（新規）】

　特別養護老人ホームの整備に対し助成を行う。
設置場所：長沢町
施設概要：特別養護老人ホーム30床・ショートステイ

10床・デイサービス30人／日
○在宅介護支援事業【529万円（新規）】
　地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して生活でき
るように、認知症の人及びその家族に対する支援を行
うとともに、重度の介護が必要な人を在宅で介護して
いる家族に対し慰労金を支給する。
○福祉医療給付事業【1億7,133万円（拡充）】
　県の補助制度を活用し、重度障がい者、ひとり親家
庭などの医療費の自己負担額を軽減し、健康の保持と
生活の安定を図る。
○保育士修学資金貸付事業【480万円（新規）】
　県の保育士修学資金貸付事業の応募者及び貸付決定
者に対し、市独自の加算貸付などを行い、市内保育施
設における保育士の人材確保を図る。
○第３子以降保育料軽減事業【2,455万円（拡充）】
　現行の第３子以降保育料軽減制度の対象範囲を３歳
以上児童にも拡充する。

○学力向上総合対策事業【1,104万円（新規）】
　家庭学習の充実、メディア接触時間の短縮、教員の
授業力向上の課題解決とともに、児童生徒の国語力の
向上を図る。
○旭統合小学校新築事業【4億1,702万円】
　今市小学校、和田小学校及び市木小学校を統合し、
新たな校舎を建設する。
○国府小学校新築事業【13億1,323万円】
　国府小学校、上府小学校及び有福小学校を統合し、
国府小学校敷地内に新たな校舎を建設する。

○長浜西住宅建設事業【10億3,649万円】
　浜田市住宅マスタープランに基づき、既存住宅の熱
田、長浜、城ヶ平住宅を統合する新団地「長浜西住宅」
を整備する。

※　表示単位未満単純四捨五入を行っています。
※　各事業の詳細は、市ホームページに掲載しています。

問い合わせ先
　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

平成２6年度の主な事業

～地域公共交通の確保～ ～産業経済の振興～

～保健・医療・福祉の充実～

～教育の充実と環境整備～

～社会基盤の整備～
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　浜田市では、浜田を元気にするために多くの観光
客に浜田を訪れていただくよう、「ようこそ！浜田
運動」を展開します。
　つきましては、地域に眠っている「お宝（観光資
源）」を掘り起こして再認識し、浜田市の新たな観
光コースに取り入れていくため「お宝さがし」を実
施します。皆さんの積極的な応募をお待ちしていま
す。
※　応募された写真データなどの情報は、浜田市に

帰属するものとし、観光コースの素材として活用
させていただきます。

【募集するお宝の分野】
１行ってほしい…観光施設、体験・レジャー、神社

仏閣など
２見てほしい……景勝地、伝統芸能、生活様式、風

習など
３食べてほしい…地元料理（食材）、伝統料理など
４そのほか………人物（地域の偉人・著名人）など

【募集期間】
５月１日㈭～６月30日㈪ 

【特典】
　応募された人の中から、抽選で20人に浜田市
共通商品券「５千円分」をお贈りします。

【応募方法】
　応募用紙に必要事項を記入の上、下記の応募
先まで送付してください。

【応募用紙設置場所】　　　　
市役所本庁１階市民ロビー・観光交流課（Ｊ
Ｒ浜田駅２階）・各支所、浜田市観光協会、
しまね海洋館アクアス、ゆうひパーク浜田・
三隅、島根県立大学、浜田商工会議所、石央
商工会、公民館、浜田市立図書館、浜田市広
島ＰＲセンター、島根県広島事務所

※　応募用紙は、市ホームページからダウン
ロードもできます。

観光交流課観光企画係【〒６９７－００２２　浅井町７７７
番地１ＪＲ浜田駅２階（☎�９５３０）】

応募・問い合わせ先

　このたび、浜田市出身の坂根正弘さん（株
式会社小松製作所相談役）からのご寄附を
原資として、「坂根正弘奨学金」制度を創
設しました。
　この奨学金制度は、優れた学力を有し、
高い志を持って大学で勉学に励もうとする
学生に対して奨学金を給付することにより、
将来の科学技術や医学の進歩、経済の発展
などに貢献しうる人材を育成・支援するこ
とを目的としています。
　平成26年度の奨学生を次のとおり募集し
ます。

募集人員　大学生など　２人程度
募集期間　５月１日㈭～平成26年５月30日㈮
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学在学中の

人で、特に学業成績が優秀であり、かつ、保
護者の世帯収入が市長の定める基準以下の人

支給金額　月額50,000円～70,000円
（奨学生の居住地により変動します。）

支給期間　平成26年4月から在学する学校の最短修業年
限の最終月まで

※　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

本庁政策企画課企画係（☎�９２００）
問い合わせ先

浜田の「お宝」大募集！

平成26年度
　　坂根正弘奨学金制度の奨学生を募集します
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　消費税率引上げによる負担の影響を緩和するため
に、所得の低い人を対象に「臨時福祉給付金」、子
育て世帯を対象に「子育て世帯臨時特例給付金」を
支給します。
　支給を受けるには、平成26年１月１日現在で住民
登録している市町村に申請が必要です。

　浜田市では、申請書の送付及び受付開始は、６月
以降を予定しています。手続方法など詳しくは、『広
報はまだ』６月号及び市ホームページでお知らせし
ます。
※　給付金を装った振り込め詐欺に、注意してくだ

さい。

臨時福祉給付金

支給対象者　基準日（平成26年１月１日現在）
に浜田市の住民で、平成26年度の市民税が課
税されていない人（ただし、課税者に扶養さ
れている場合や、生活保護制度の被保護者に
なっている場合などは対象外となります。）

給付額　対象者１人につき１万円
※　給付対象者の中で次に該当する人は５千円

が加算されます。
加算対象者
・老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金

などの受給者など
・児童扶養手当・特別障害者手当などの受給者

など
問い合わせ先

本庁臨時福祉給付金実施本部
（☎�８５８８）

子育て世帯臨時特例給付金

支給対象者　基準日（平成26年１月１日現在）
に平成26年１月分の児童手当の受給を受けて
いる人で、平成25年中の所得が児童手当の所
得限度額に満たない人

対象児童
平成26年１月分の児童手当（特例給付を含
む。）の支給対象となる児童（ただし、臨時
福祉給付金の対象児童及び生活保護制度の被
保護児童は対象外です。）

給付額　対象児童１人につき１万円
※　公務員についても、職場で児童手当を受給

していれば、基準日時点の住所地の市町村で
の手続となります。

問い合わせ先
本庁子育て支援課子ども家庭相談係
（☎�９３３１）

Reduce（リデュース）
　詰め替え商品や、量り売り、ばら売りの商品を
選んでできるだけゴミの量を減らしましょう。洗
剤類や調味料などは、大きな容器のものよりも、小
さくして廃棄できる商品を選んで購入しましょう。
Recycle（リサイクル）
　牛乳パック・ペットボトル・食品トレイなど店
頭の回収や分別収集にご協力をお願いします。
　発砲スチロールトレイは、年間58,000トンが廃
棄、４人家族で平均１日１枚捨てていることにな
ります。飲料用紙パックは年間約70億個、日本人
１人あたり年間約58個の紙パックを使用していま
す。捨てないで紙の原料などに使えたらいいです
ね。
Reuse（リユース）
　フリーマーケットやリサイクルショップを活用

しましょう。タンスの中には、着ていない服がど
れだけありますか？着られる服はほかの誰かに、
少し痛んだものでもほとんどが再生できるのが古
着・古布の特性です。リサイクルショップやフリー
マーケットを使って、着なくなった服をセカンド
ステージに送り出してあげるのはどうですか？
ちょっと一言【生ごみ編】
　日本の家庭から捨てられる残飯は約1,070万トン
で、家庭からの食品廃棄物は１人あたり84㎏です。
食品製造過程のロスなどを加えると約1,900万トン
の食品廃棄物が発生しています。これは世界の食
糧援助量（約730万トン）の約３倍相当になる量です。
いつもの食生活を少し振り返ってみませんか？
出典（参考）　㈶しまね自然と環境財団「エコラ

イフ10へのご招待」
（本庁環境課くらしと環境係）

臨時福祉給付金（１万円）
子育て世帯臨時特例給付金（１万円） を支給します！

エコライフへのご招待　～３Ｒ生活をはじめようの巻～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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浜田市国際交流員　ドナルド　マルヤマ

　Hello everyone!　お久しぶりです。“目に青葉、
山ホトトギス、初鰹” いよいよ皐月ですね。
　今回は英語豆知識の一環として身近な英語、和
製英語について考えてみましょう。
　辞書をひも解くと、和製英語とは、日本で作ら
れた英語風の日本語語

ご

彙
い

のことです。英語圏では
意味が通じない、又は別の意味でとらえられてし
まう場合があるため、使うときには気を付けない
といけません。
　身近な例にはどんなものがあるのでしょう。そ
してこれらのうち和製英語はどれでしょうか？

①オーダーメイド　②コンセント　③キーホル
ダー　④パワーハラスメント　⑤デコレーショ
ンケーキ　⑥ガードマン　⑦コインランドリー
⑧リフォーム　⑨リベンジ　⑩バイキング料理

　さて、英語圏の人と話すときに、自信を持って
これらの単語を説明したら、意思疎通ができな
かった。そんな経験はありませんか？
　近年グローバル化が進み、社会や経済活動が地
域や国のレベルから地球規模に移り変わってきま
した。国際社会では物事を円滑に進めるため、英
語は大事な言語の１つです。「グローバル化」に
よって世界に広まった英語が、地域の文化に根付
いて変化するのは当然です。

　中でも「和製英語」や「和製外来語」はとても
面白くて興味深いものです。新聞を読む、テレビ
を見る、人と話すときに出現するカタカナ言葉を
熟知しているつもりでいると、考えた意味と全く
違う場合が多くて困ります。まさにアメリカを含
む「英語圏の人が知らない言語」ですね。
　これは決して悪いことではありません。日本で
根付いた外来語には独創性があり、世界各地から
受け入れる日本人の心の広さも感じ取れます。し
かし、この造語は昔から存在した「和製漢語」と
同様、あくまでも日本語の一部であり、ほかの国
の人と交流する中でそれだけに頼るのはとても難
しいと思います。やはり、たくさんの人と接する
ときには、その人たちの母国語を少しでも身に付
けるとより良く意思疎通が取れると思います。
　そんな訳でぜひ、一緒に英語を学んでみません
か？
　ちなみに、先ほどの例は全て和製英語です。
　実際の英語は、

①custom-made　②outlet　③key chain
④bully　⑤fancy cake　⑥security guard
⑦laundromat　⑧renovation
⑨return match　⑩buffet　です。

国
際
交
流
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
国
際
交
流
や
国
際
理

解
の
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進
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め
、
英
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圏
・
中
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・
韓
国
か
ら
そ
れ
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れ
１
人
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つ
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際
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員
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し
て
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地
域
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後
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所
定
の
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※　
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問
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本
庁
観
光
交
流
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

ドナルド　マルヤマさん（米国） 王
お う

　恒
こ う

さん（中国） 金
き む

　恩
お ん

志
じ

さん（韓国）

アメリカ人の知らない英語（和製英語）

平
成
26
年
度

　
　
浜
田
市
国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す
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　次世代を担う子どもや若者の健全育成と、ひき
こもりやニート・不登校などの困難を抱える子ど
もや若者の自立支援を総合的に推進するため、平
成23年６月から「青少年サポートセンター」を開
設して業務を行っています。
　また、子どもや若者（おおむね40歳まで）のひ
きこもりなどの相談を受けています。

青少年サポートセンター概要

所在地　京町50番地（旧山陰合同銀行浜田西出張所
店舗）

電話番号　☎�０９８５・▢FAX �１０８０
相談専用フリーダイヤル
　☎０１２０‐７８３‐４１９
駐車場　建物裏に専用駐車場があります。
業務内容
○養育・教育不安の相談
○ひきこもりやニートの居場所・自立支援事業
○青少年健全育成事業
○子ども会事務局・子どもニュースの発行
開所時間　午前８時30分～午後５時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く。）

利用対象者
⑴　育児や教育などに不安のある保護者
⑵　学校生活などに不安のある児童・生徒
⑶　ひきこもりやニートの状態で悩みを抱えている

人、又はその家族
※　相談や支援が必要な人の相談窓口として気軽に

利用してください。
※　相談は無料で、相談に関する秘密はかたく守り

ます。
浜田市子ども・若者支援地域協議会
　単独の支援が難しい場合、教育・福祉・保健医療・
更生保護・雇用関係など27の機関・団体が連携して
支援します。

　社会生活を円滑に送る上での困難を抱えたおおむね
40歳までの就業困難者を対象として、社会参加・自立
に向けた各種教室などを開催しています。

①青サポ教室

会場　青少年サポートセンター
講師　各教室に講師を招いて実施します。
時間　１回２時間
内容　焼き物（陶芸）・お菓子づくり・パソコン・

粘土細工などを行います。
※　各教室とも難易度など柔軟に対応しますので、

気軽に申し込んでください。

②青サポクラブ

　美術・屋外活動・園芸など、大きなテーマは決まっ
ていますが、内容は参加者で何がしたいかなどの意
見を出し合って決めます。

①・②共通

対象者
・学校生活がうまくいかず、悩んでいる人 
・家に閉じこもりがちで、生活習慣を変えたいと考

えている人 
・人に関わることなど、社会生活に不安のある人
定員　内容により変動します。
料金　無料（材料費などは実費）
申込方法　実施日の２日前までに、電話で申し込ん

でください。
※　青サポ教室・青サポクラブの内容や、日程など

詳しくは、市ホームページで閲覧できます。ご不
明な点は、お問い合わせください。

申込み・問い合わせ先　青少年サポートセンター（☎�０９８５）

～ 青少年サポートセンターの紹介 ～

子ども・若者の自立を支援します
気軽に相談してください

青サポ教室・青サポクラブを開催しています
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御
前
湯
・
さ
つ
き
湯
・
や
よ
い

湯
で
使
用
で
き
る
定
期
券
を
、
浜

田
市
民
・
江
津
市
民
を
対
象
に
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

現
金大

人　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

小
人
（
小
学
生
）　

２
０
０
円

※　

小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
。

回
数
券

大
人　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

小
人
（
小
学
生
）１

、
０
０
０
円

※　

１
冊
10
枚
綴
り
の
金
額
で
す
。

定
期
券

大
人　
　

月
額
２
、
０
０
０
円

小
人
（
小
学
生
）

月
額
１
、
０
０
０
円

※　

御
前
湯
の
使
用
は
平
日
の
み

と
な
り
ま
す
。

御
前
湯
家
族
湯

60
分　

１
、
２
０
０
円

定
期
券
取
扱
委
託
販
売

有
福
振
興
㈱

（
☎
０
８
５
５
�
２
２
７
７
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
財
産
管
理
課
内　

浜
田
市

江
津
市
旧
有
福
村
有
財
産
共
同

管
理
組
合
事
務
局

（
☎
�
９
１
４
０
）

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
大
部
分
を
占

め
る
家
庭
の
台
所
ご
み
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ

※　

電
気
を
使
わ
な
い
容
器
タ
イ

プ
や
生
ご
み
を
収
納
す
る
だ
け

で
、
処
理
し
な
い
も
の
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
及
び
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

・
３
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補

助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額　
１
基
購
入
額
の
３
分
の

１
で
、
上
限
２
０
、
０
０
０
円

数　
１
基
の
み

申
請
締
切
日

平
成
27
年
３
月
13
日
㈮

必
要
書
類

・
領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
で
の
申
請

手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※　

領
収
証
の
交
付
が
困
難
な
場

合
（
購
入
代
金
の
口
座
引
き
落

と
し
な
ど
）
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
預
金
通
帳
（
補
助
金
を
口
座
に

振
り
込
む
た
め
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の
）

・
写
真
１
枚
（
設
置
状
況
を
示
す

も
の
）

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
環
境
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

安
全
安
心

生
活
・
環
境

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

を
実
施
し
ま
す

有
福
温
泉
公
衆
浴
場
の

入
湯
料
を
改
定
し
ま
し
た

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ

チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
チ
は
、
春
先
か
ら
雨
や
風
が

し
の
ぎ
や
す
い
場
所
を
選
ん
で
巣

を
作
り
始
め
ま
す
。
中
で
も
ス
ズ

メ
バ
チ
は
、
７
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
巣
の
発
達
が
頂
点
に
達
し
、

同
時
に
攻
撃
的
に
な
る
最
も
危
険

な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

巣
が
小
さ
い
春
先
に
発
見
し
駆

除
を
行
え
ば
、
費
用
も
安
く
済
み

ま
す
。
ハ
チ
の
巣
は
、
早
め
の
駆

除
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の
中
・

木
の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
…

　

そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理

者
が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

駆
除
業
者
（
五
十
音
順
）

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町
（
☎
�
２
８
９
２
）】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン

【
後
野
町
（
☎
�
１
７
８
９
）】

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営

業
所
【
浅
井
町
（
☎
�
０
８
３

２
）】

・
ハ
チ
セ
ン
モ
ン

【
上
府
町
（
☎
�
３
４
５
５
）】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

【
港
町
（
☎
�
１
５
９
８
）】

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
浜
田
店

【
西
村
町
（
☎
�
０
９
９
２
）】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

【
片
庭
町
（
☎
�
６
４
７
１
）】

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

５月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 木 長浜町１～８
2 金 日脚町２～６・８・９、周布町
7 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
8 木 唐鐘１～９
9 金 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
12 月 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
13 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
14 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
15 木 殿町１～５、田町２～５
16 金 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
19 月 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
20 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
21 水 蛭子町、栄町、片庭町
22 木 港町１～４
23 金 京町、高田町、清水町、真光町
26 月 原町　瀬戸見町、元浜町
27 火 原井町
28 水 瀬戸ケ島町、港町５・大辻町
29 木 長沢町１
30 金 長沢町２～５・７・８
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの

連絡で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課）

　

工
場
・
事
業
場
な
ど
の
施
設
や

建
設
工
事
な
ど
の
作
業
は
、
騒
音

や
振
動
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、使
用
す
る
設
備
・
機
械
に
よ
っ

て
は
、
周
辺
の
生
活
環
境
保
全
の

た
め
に
、
市
町
村
担
当
窓
口
へ
事

前
に
届
出
を
す
る
こ
と
が
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
、
新
た

に
三
隅
町
の
一
部
の
地
域
を
規
制

区
域
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
既
に
該
当
の
設
備
を

設
置
し
て
い
る
事
業
者
も
、
届
出

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

規
制
区
域
や
届
出
が
必
要
と
な

る
設
備
・
機
械
、
届
出
に
必
要
な

書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

募
集
期
間

５
月
19
日
㈪
～
30
日
㈮

抽
選
日　
６
月
下
旬

入
居
時
期　
７
月
中
旬

募
集
住
宅

市
営
住
宅

上
府
住
宅
・
湯
屋
団
地
住
宅

県
営
住
宅

石
原
団
地
・
黒
川
団
地

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

募
集
期
間

５
月
１
日
㈭
～
12
日
㈪

抽
選
日　
５
月
下
旬

入
居
時
期　
６
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

騒
音
・
振
動
が
発
生
す
る

工
事
な
ど
は
、
事
前
の

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

地
震
な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
を
防
止
し
、
そ
の
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、「
耐
震
診

断
」
や
「
耐
震
改
修
」
な
ど
を
行

う
民
間
の
木
造
住
宅
の
所
有
者
に

対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業

⑴　
耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を

建
築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

⑵　
補
強
計
画
策
定
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強

方
法
を
設
計
し
て
も
ら
う
。

⑶　
耐
震
改
修
事
業

　

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
。

⑷　
解
体
助
成
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物

全
部
を
解
体
す
る
。

対
象
住
宅　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
木
造
住
宅

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数

が
２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
又
は
着
工
さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
も
の 

（
耐

震
診
断
事
業
の
場
合
は
除
く
。）

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
本

庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

に
、
税
制
の
特
例
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
特
別
控
除

　

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
耐

震
改
修
を
行
っ
た
場
合
は
、
耐
震

改
修
に
要
し
た
費
用
の
額
と
、
改

修
に
係
る
標
準
的
な
工
事
費
用
相

当
額
と
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

の
10
％
相
当
額
（
上
限
25
万
円
）

を
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
減
額

　

既
存
の
住
宅
を
耐
震
改
修
し
た

場
合
、
一
定
の
期
間
、
一
定
の
部

分
の
固
定
資
産
税
が
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
又
は
着
工
さ
れ
た
住
宅
は
、
耐

震
診
断
を
す
れ
ば
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
と
耐
震
改
修
の
両

方
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

補
助
対
象
工
事　
市
内
の
工
務
店

な
ど
を
利
用
し
て
行
う
50
万
円

以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

補
助
金
額　
補
助
対
象
工
事
に
要

す
る
費
用
の
10
分
の
１
（
上
限

20
万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

耐
震
化
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

税
金
の
控
除
・
減
額
に
つ
い
て

本
庁
税
務
課

（
☎
�
９
２
３
０
）

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの 
補助限度額

耐震診断事業 耐震診断に要する経費 10分の９ 60,000円
補強計画策定事業 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修事業

耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤
去・復旧などに要する経費
を含む。）

２分の１ 800,000円

解体助成事業 住宅の全てを除去するため
に要する経費 100分の23 400,000円

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。
農
地
を
農
地
以
外
の

目
的
（
住
宅
・
駐
車
場
・
資
材
置

場
・
墓
地
な
ど
）
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
自
己
所
有
農
地
で
農
地
保

全
・
利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用

施
設
（
農
道
・
た
め
池
な
ど
）
や

２
ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施
設

（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収
納
施

設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
、
ま

た
農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
届
出
が
必

要
で
す
。
自
己
の
所
有
地
で
あ
っ

て
も
必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、

農
地
転
用
・
用
途
変
更
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
振
興
課
及
び
各
支
所
産
業

課
で
指
定
の
有
無
を
確
認
の
上
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
申
出
に
つ
い
て

本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

産
業
・
地
域
活
性
化

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す

耐
震
改
修
に
よ
っ
て
税
金
が

控
除
・
減
額
さ
れ
ま
す

リ
フ
ォ
ー
ム
と
あ
わ
せ
て

耐
震
改
修
も
し
ま
し
ょ
う
！

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
27
年
３
月
に
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
等
の
卒
業
予
定
の
人
や
、
県
内

就
職
を
希
望
す
る
人
な
ど
を
対
象

に
、
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

面
接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
31
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※　

参
加
企
業
は
、
４
月
下
旬
か

ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（
☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐
４
５

１
０
）

http://w
w

w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

　

市
の
海
外
友
好
都
市
（
石せ

き

嘴し

山ざ
ん

市
・
栄え

い

成せ
い

市
・
真し

ん

如に
ょ

鎮ち
ん

・
ブ
ー
タ

ン
王
国
）
な
ど
と
の
民
間
交
流
事

業
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
助

成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
所
在
す
る
団
体

（
法
人
・
任
意
団
体
の
別
は
問

い
ま
せ
ん
。）
た
だ
し
、
政
治

団
体
及
び
宗
教
団
体
を
除
き
ま

す
。

対
象
事
業　
海
外
友
好
都
市
な
ど

と
の
民
間
交
流
事
業
で
、
市
民

の
国
際
理
解
・
友
好
親
善
及
び

国
際
協
力
を
促
進
す
る
目
的
で

実
施
す
る
事
業
な
ど

助
成
額　
補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
の
額
（
た
だ
し
、
交

流
事
業
は
、
限
度
額
30
万
円
。

啓
発
事
業
は
限
度
額
20
万
円
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

⑴　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

⑵　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑶　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
在
住
の
人

又
は
所
在
す
る
団
体
が
行
う
も

の
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
（
政

治
団
体
・
宗
教
団
体
が
行
う
事

業
、営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、

経
常
的
に
行
う
事
業
は
除
き
ま

す
。）

⑴　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑵　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

補
助
金
額　
事
業
に
要
す
る
経
費

の
う
ち
３
分
の
１
以
内
と
し
、

１
事
業
者
あ
た
り
30
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
受
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う

次
の
事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
・
宗
教
団

体
が
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と

す
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業

⑴　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の

教
員
又
は
学
生
と
共
同
で
行
う

交
流
・
文
化
事
業

⑵　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
が

交
流
す
る
大
学
又
は
そ
の
所
在

す
る
地
域
と
の
交
流
に
係
る
事

業
補
助
金
額　
事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除

く
。）
の
４
分
の
３
以
内
の
額

で
、１
事
業
あ
た
り
５
万
円（
千

円
未
満
切
捨
て
）
を
限
度
と
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
で
は
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
や
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
出
張
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
活
動

を
応
援
す
る
助
成
金
や
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
、
様
々
な
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
13
日
㈫

午
後
３
時
30
分
～
７
時

場
所　
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
（
ゆ
め

マ
ー
ト
浜
田
内
）

料
金　
無
料

※　

予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
石
見

事
務
所
（
☎
�
１
６
０
０
）

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納

め
た
人
に
は
、
口
座
引
き
落
と
し

確
認
後
、
６
月
中
旬
に
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
を
送
付
す
る
の
は

車
検
が
必
要
な
車
種
の
み
で
す
。

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
小
型

特
殊
自
動
車
な
ど
は
対
象
外
で
す

の
で
、
納
税
証
明
書
は
送
付
し
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

税
務
・
納
税

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
（
春
期
）

浜
田
会
場
を
開
催
し
ま
す

海
外
友
好
都
市
と
の
交
流

事
業
を
実
施
す
る
団
体
に

助
成
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

支
援
し
ま
す

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
制
度
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

口
座
振
替
利
用
者
の
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

利
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動

車
税
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
期

間
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
に
減
免
を
受
け
て

い
た
人
に
は
、
平
成
26
年
度
の
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
に
軽
自
動

車
税
減
免
の
案
内
を
同
封
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
７
日
㈬
～
23
日
㈮

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
各
種
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
軽
自
動
車
の
自

動
車
検
査
証
（
車
検
有
効
期
限

内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
２
５

０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
は
不
要
で

す
。）

※　

減
免
要
件
・
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

相
談
窓
口
開
設
期
間

５
月
７
日
㈬
～
16
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
や
、
乗
用

装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン

バ
イ
ン
・
田
植
機
な
ど
に
は
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

標
識
交
付
申
請
を
し
て
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
の
要
件

農
耕
作
業
用

最
高
速
度
が
、
時
速
35
㎞
未
満

で
、
乗
用
装
置
が
あ
る
も
の

税
額　
１
、
９
０
０
円

そ
の
ほ
か
の
小
型
特
殊
自
動
車

車
両
の
長
さ　

４
・
７
ｍ
以
下

車
両
の
幅　
　

１
・
７
ｍ
以
下

車
両
の
長
さ　

２
・
８
ｍ
以
下

最
高
速
度　
　

時
速
15
㎞
以
下

税
額　
５
、
６
０
０
円

※　

軽
自
動
車
税
は
、
該
当
車
両

を
保
有
し
て
い
れ
ば
課
税
対
象

に
な
り
ま
す
。
公
道
を
走
行
し

な
い
場
合
で
も
納
税
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※　

正
当
な
理
由
無
く
申
請
を
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

※　

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る

小
型
特
殊
自
動
車
は
、
固
定
資

産
税
（
償
却
資
産
）
の
申
告
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

自
動
車
税
の
納
期
限

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２

日
㈪
で
す
。
必
ず
納
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
車
検
の
際
に
は
、
納
税

通
知
書
に
添
付
し
て
い
る
納
税
証

明
書
（
継
続
検
査
用
）
が
必
要
で

す
。
車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
又
は
ペ
イ
ジ

ー
で
納
付
し
た
人
に
は
、
６
月
中

旬
に
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
送
日

５
月
１
日
㈭

納
付
場
所　
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
県
民
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
・
ペ
イ
ジ
ー
納
付

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・

ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
税
制

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
車
新
規

登
録
さ
れ
た
自
動
車
で
、
低
燃
費

及
び
排
出
ガ
ス
性
能
が
一
定
の
基

準
を
満
た
す
自
動
車
は
、
そ
の
満

た
す
基
準
に
応
じ
て
、
税
額
が
約

50
％
又
は
25
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
車
新
規
登
録
か
ら
11

年
経
過
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
及
び

13
年
経
過
し
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ

Ｇ
車
は
、税
額
が
約
10
％
加
算（
重

課
）
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
不
動

産
・
自
動
車
課
税
課

（
☎
�
５
７
３
７
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
12
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
30
分

場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

５
月
12
日
㈪　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
１
４
３
５
）

子
育
て

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
と

相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

で
す

小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち

の
人
へ
の
お
知
ら
せ
で
す

自
動
車
税
の
納
期
限
と
グ
リ
ー

ン
化
税
制
の
お
知
ら
せ
で
す

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す



15　　　広報はまだ：平成26年５月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

個
別
接
種　
子
ど
も
の
健
康
状
態

と
対
象
年
齢
を
確
認
し
て
、
必

ず
事
前
に
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
個
別
接
種
医
療
機
関
へ

直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
平
成
25
年
６
月
か
ら
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

積
極
的
に
は
勧
め
て
い
ま
せ
ん
。

接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
有
効
性

と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
主

に
入
院
治
療
や
高
度
な
医
療
を

必
要
と
す
る
人
を
主
体
に
対
応

す
る
「
中
核
病
院
」
で
す
。
予

防
接
種
は
、
で
き
る
だ
け
市
内

の
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※　

定
期
予
防
接
種
は
、
市
内
の

医
療
機
関
で
接
種
す
る
の
が
原

則
で
す
。里
帰
り
な
ど
の
た
め
、

浜
田
市
を
長
期
間
離
れ
、
市
内

の
医
療
機
関
で
接
種
が
で
き
な

い
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

定期予防接種
個別接種期間　平成27年３月31日㈫まで
料金　無料（ただし、対象年齢・接種間隔などを外れて接種すると料金が必要になることがあります。）
接種を受ける前に
⑴母子手帳を必ず持参しましょう。　　⑵子どもの健康状態をよく知っている家族の人が連れて行きましょう。

ワクチン名 対象者 標準的な接種回数・接種間隔

ヒブ

初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて３回接種し、初回終了

後７か月～１年１か月までに１回接種してください。

初回接種開始が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）・追加１回
※　27日～56日の間隔をあけて２回接種し、初回終了

後７か月～１年１か月までに１回接種してください。
初回接種開始が、１歳～５歳未満 １回

小児用肺炎球菌

初回接種開始が、
生後２か月～７か月未満

初回３回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳以上で接種）
※　27日以上の間隔をあけて３回接種し、初回終了

後60日以上あけて１回接種してください。

初回接種が、
生後７か月～１歳未満

初回２回（１歳未満で接種）
追加１回（１歳以上で接種）
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、初回終了

後60日以上あけて１回接種してください。

初回接種開始が、１歳～２歳未満 ２回
※　60日以上の間隔をあけて２回接種してください。

初回接種開始が、２歳～５歳未満 １回
ジフテリア
百日せき
破傷風
ポリオ
 
①又は②を 
接種

①４種混合
（ジフテリア・百日
せき・破傷風・ポリオ）

生後３か月～７歳半未満

初回３回・追加１回
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回接

種後１年～１年半の間で１回接種してください。
※　ポリオ生ワクチンをこれまで接種した場合、接

種回数が変わります。主治医に相談してください。

②ＤＰＴ
（ジフテリア・百
日せき・破傷風）

②不活化ポリオ

ＢＣＧ（小児結核） １歳未満
（生後５か月以降が望ましい） １回（小児医療機関で接種してください。）

ＭＲ
（麻しん、風しん）

第１期　１歳～２歳未満
第２期　保育所・幼稚園の年長児相当

（H20.4.2～H21.4.1生まれ）

第１期　１回
第２期　１回

ＤＴ
（ジフテリア・破傷風）

小学校６年生相当
（H14.4.2～H15.4.1生まれ） １回

日本脳炎

【標準的な接種】
第１期　３歳～７歳半未満
第２期　９歳～13歳未満
【特例対象者】　過去に接種機会を

逃した人（H7.4.2～H19.4.1生まれ）

第１期　初回２回・追加１回
※　６日～28日までの間隔をあけて２回接種し、

２回接種後１年あけて１回接種してください。
第２期　１回
特例対象者　残りの必要回数

子宮頸がん予防ワクチン
中学校１年生相当～高校１年生
相当の女子
（H10.4.2～H14.4.1生まれ）

　ワクチンは２種類あります。どちらかを選び、同
じワクチンを３回接種してください。
①サーバリックス
１回目：初回接種　２回目：初回接種から１か月後
３回目：初回接種から６か月後
②ガーダシル
１回目：初回接種　２回目：初回接種から２か月後
３回目：初回接種から６か月後

乳
幼
児
な
ど
定
期
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

個別接種医療機関

施設名称
定期予防接種 任意予防接種

ＢＣＧ ４種 ＤＰＴ ＤＴ ポリオ ＭＲ 日本
脳炎

子宮頸
がん ヒブ 小児用

肺炎球菌 おたふく 水痘１期 ２期
うのピアノクリニック
宇野町（☎�２６４６） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産婦人科江木医院
片庭町（☎�１１８１） ○ ○ ○

岡本胃腸科内科
長沢町（☎�５５５５） ○

沖田内科医院
蛭子町（☎�０７６７） ○

沖田病院
殿町　（☎�１５５５） ○

笠田医院
牛市町（☎�１６２１） ○ ○ ○ ○

神田小児科医院
殿町　（☎�０３１８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池医院
日脚町（☎�１０２０） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さいとう小児科医院
朝日町（☎�０２２８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

さかね内科
殿町　（☎�２２３４） ○ ○ ○ ○ ○ ○

さわだこどもクリニック
国分町（☎�３７７７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

すみれ小児科
熱田町（☎�１００６） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中村医院
片庭町（☎�１１８３） ○ ○

中村呼吸器内科医院
内村町（☎�４５９３） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中山産婦人科医院
殿町　（☎�００７１） ○

浜田医療センター（小児科外来）
浅井町（☎�０５０５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

半田医院
港町　（☎�０２８８） ○

真鍋医院
国分町（☎�００３１） ○ ○ ○ ○ ○ ○

都医院
治和町（☎�０１００） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

彌重内科眼科医院
高田町（☎�１５２７） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

やすぎクリニック
下府町（☎�１９１１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山根病院
熱田町（☎�０６８８） ○

国民健康保険波佐診療所
金城町波佐（☎�０００１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原（☎�０００２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

酒井外科内科医院
旭町今市（☎�０２２２） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀（☎�５００１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺井医院
三隅町西河内（☎�００３８） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中村医院
三隅町三隅（☎�００２１） ○ ○ ○

野上医院
三隅町三隅（☎�００３１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山根病院三隅分院
三隅町岡見（☎�４３４３） ○ ○

びおら小児科
江津市敬川町（☎０８５５�５３５５） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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健 康 コラムコラム

　

市
で
は
、１
歳
児
を
対
象
に「
水

痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）」
と
「
お
た

ふ
く
か
ぜ
」
の
任
意
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
、
１
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
に
お
知
ら
せ
と

助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

助
成
券
を
無
く
し
た
場
合
は
再

発
行
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

助
成
対
象
者　
浜
田
市
に
住
所
の

あ
る
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
幼

児
助
成
期
間

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

助
成
金
額

水
痘　
　

１
回
５
、
０
０
０
円

お
た
ふ
く
か
ぜ

１
回
４
、
０
０
０
円

※　

接
種
は
、
医
療
機
関
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
違
い
ま
す
。
予

約
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク

チ
ン
は
、
10
月
か
ら
定
期
接
種

と
し
て
の
実
施
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

再
発
行
申
請
方
法　
市
役
所
本
庁

１
階
子
育
て
支
援
課
又
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

印
鑑
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

「
救
急
搬
送
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」
の

運
用
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
に

よ
る
患
者
搬
送
に
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
近
隣
に
居

住
し
て
い
る
皆
さ
ん
や
、
来
院
し

た
皆
さ
ん
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
命
を
つ
な
ぐ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

の
離
発
着
に
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　日本人の死亡原因の５割以上を占めているの
が、がんや心臓病、脳卒中などの生活習慣病で
す。生活習慣病は、長年にわたる運動不足や食
べ過ぎ、喫煙などの不健康な生活習慣によって
引き起こされますが、生活を見直し改善するこ
とによって予防したり、重症化を防いだりする
ことができます。
　そのためには、まず自分の体（健康状態）を
知ることが大切です。年に１回、各種の健（検）
診を受けて健康チェックをしましょう。

特定健康診査

※　この特定健康診査は、加入している医療保
険の保険者の責任において実施されます。（例

えば、国民健康保険加入者の皆さんの場合
は、浜田市が特定健康診査受診券を送付して
おり、自己負担金無料で実施しています。）

※　受診するには、各保険者が発行する特定健
康診査受診券が必要です。

各種がん検診

　がんは、浜田市における死亡原因の第１位を
占めています。しかし、不治の病ではありませ
ん。検診を受けて早期に発見できれば、治る確
率はぐんと上がります。早期発見・早期治療が
肝心です。

　各種がん検診の自己負担金は無料です。この
機会にぜひ、年に１度の検診を受けましょう。
　実施日程・会場など詳しくは、４月に全戸配
布した『平成26年度各種健（検）診日程表』で確
認の上、受診してください。

（金城支所市民福祉課）

※　次回６月号は、『食育』についてのコラム
を掲載します。

主な検査項目
問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・
診察・血圧測定・尿検査（尿蛋白・尿糖）・
脂質検査（中性脂肪・ＨＤＬコレステロー
ル・ＬＤＬコレステロール）・肝機能検査（Ａ
ＳＴ・ＡＬＴ・γ-ＧＴ）・尿酸検査・腎機
能検査（クレアチニン）・血糖検査（空腹
時血糖・ヘモグロビンＡ１ｃ）

※　上記以外に医師の判断により貧血検査・
心電図検査・眼底検査が実施される場合が
あります。

浜田市で実施しているがん検診
胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・
前立腺がん検診・子宮頸がん検診・乳がん
検診

健
康
・
福
祉

任
意
予
防
接
種
（
水
痘
・

お
た
ふ
く
か
ぜ
）
に
対
し

て
助
成
し
ま
す

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た

年に１回健康チェック！
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療
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・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　６月以降のがん検診の日程は、「平成26年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月１日㈭ 9:00～10:00 石見公民館
13:00～13:30 石見公民館細谷分館

５月２日㈮
9:00～　9:30 国府公民館

11:15～11:30 宇野東児童館
13:30～14:00 石見公民館宇津井分館

５月21日㈬
8:30～　9:00 日脚児童館

10:00～11:00 美川公民館
13:00～13:30 櫟田原公民館

５月30日㈮
8:00～　9:00 久代公民館

10:30～11:30 上府三宅集会所
13:30～14:00 国府公民館有福分館

金
城５月28日㈬

8:00～　9:00 今福公民館（ふれあい会館）
10:00～11:00 小笹集会所
13:00～13:30 かたらいの家

三
隅５月26日㈪

9:00～　9:30 岡見公民館
10:30～11:00 黒沢公民館
13:30～14:00 白砂公民館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診（予約不要）　対象　20歳以上の女性
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月13日㈫
9:00～　9:30 上府三宅集会所

10:30～11:00 長沢２町内児童館
13:00～13:30 石見公民館
14:30～15:00 国府公民館

５月14日㈬

9:00～　9:30 長浜公民館
10:15～10:30 長浜商港会館
11:00～11:30 津摩児童館
13:00～13:30 周布公民館
14:15～14:30 陽光台集会所
14:50～15:05 大麻公民館

５月19日㈪
9:00～　9:15 日脚児童館

10:15～10:30 美川公民館西分館
11:00～11:15 櫟田原公民館

５月20日㈫

9:00～　9:30 美川公民館
10:00～10:30 石原集会所
11:00～11:15 福井集会所
13:00～13:30 ラ・ペアーレ浜田
14:15～14:30 生湯町４町内集会所

５月22日㈭
9:30～　9:45 石見公民館宇津井分館

10:30～10:50 宇野東児童館
11:20～11:35 国府公民館有福分館

５月24日㈯ 
（休日検診）

9:30～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
金
城５月22日㈭ 13:30～13:50 美又公民館（みまた会館）

14:20～14:50 みどりかいかん
弥
栄５月19日㈪ 13:00～13:30 老人福祉センター

14:00～14:30 弥栄会館

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及

びクーポン券が送付された人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先

が異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
５月２日㈮～平成27年２月27日㈮
毎週月・水・金曜日、第２・４火曜日 
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

浜
田

５月８日㈭ 9:00～11:30 国府公民館13:00～15:00

５月９日㈮ 9:00～11:30 長浜公民館13:00～15:00
５月12日㈪ 13:00～15:00 美川公民館
５月16日㈮ 9:00～11:30 石見公民館
５月24日㈯ 

（休日検診）
9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

金
城５月16日㈮ 13:30～15:00 久佐公民館（くざ会館）

弥
栄５月12日㈪ 9:00～11:00 弥栄会館

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

と
し
て
若
者
の
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。

検
査
項
目　
一
般
検
査
（
問
診
・

身
体
測
定
・
腹
囲
・
診
察
）・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
脂
質
検

査
・
血
糖
検
査
・
肝
機
能
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
尿
酸
検
査
・
保

健
指
導
・
総
合
評
価

受
診
期
間　
６
月
～
11
月

受
診
医
療
機
関

市
内
の
指
定
医
療
機
関

募
集
定
員　
50
人

対
象
者　
浜
田
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
で
、
当
該
年
度
に

20
歳
か
ら
39
歳
以
下
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
健
康
診
断
を
受
け

る
機
会
の
な
い
人

自
己
負
担
額　
無
料

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。

申
込
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
地
域
医
療
対
策
課
「
若
者

５月各種がん検診の日程

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

若
者
健
康
診
査
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保
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年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健
康
診
査
」
係

申
込
締
切
日　
５
月
19
日
㈪
必
着

結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
（
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

・
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下
旬
に

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

病
気
の
こ
と
で
、
１
人
で
悩
ん

だ
り
、
療
養
生
活
に
困
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
難
病
を
持
っ
て

い
る
人
、
家
族
や
支
援
者
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
20
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
多
目
的
室

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
で
き

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

課
（
☎
�
５
５
５
４
）

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー（
☎
０
８
５
３
�
８
５
１
０
）

あ
な
た
も
〝
食
改
さ
ん
〟
に
な
り

ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
人
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私

た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
に
お
け
る
健

康
づ
く
り
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
の

推
進
な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　
30
人

応
募
資
格

・
市
内
在
住
の
人

・
養
成
講
座
終
了
後
、
浜
田
市
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
員
に
な

り
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

参
加
料　
２
、５
０
０
円
程
度（
テ

キ
ス
ト
代
・
調
理
実
習
材
料
費

な
ど
）

申
込
締
切
日　
５
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

養成講座日程
日程 主な内容（予定）

第１回
(開講式)

７月１日㈫
10:00～15:00

・地域での食生活改善推進員活動
・レクリエーションを取り入れた活動
・健康日本21　これからの健康づくりの課題
・浜田市の健康課題と栄養改善事業

第２回 ７月15日㈫
10:00～15:00

・栄養の基礎知識
・バランスのとれた学校給食
・食品衛生について
・年代別食生活のポイント

第３回 ７月31日㈭
10:00～15:00

・調理の基本
・ボランティアの心得
・調理実習（バランスのよい食事）
・運動の実践

第４回 ８月18日㈪
10:00～15:00

・食品成分表の使い方
・調理実習 （低栄養予防の食事）
・健康チェック
・食事バランスガイド

第５回 ９月１日㈪
10:00～15:00

・基本的な魚のさばき方
・調理実習（魚を使った料理）
・地産地消についてもっと知ろう

第６回
(閉講式)

９月18日㈭
10:00～15:00

・口腔ケアとそしゃく
・調理実習（簡単にできる手作りおやつ）
・養成講座を終えて
　～自分でできる活動を考えてみよう～

　

毎
年
５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が

提
唱
し
て
い
る
「
広
げ
よ
う
地
域

に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」
行
動
宣

言
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な

取
組
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

各
種
制
度
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
な
ど
の
関
係
す
る
機
関

と
連
携
を
図
り
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
生
活
上
の
心
配
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
担
当
地
区
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

に
対
し
て
、
在
宅
介
護
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

に
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族

要
件

⑴　

過
去
１
年
間
に
１
８
０
日
以

上
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
こ
と

⑵　

介
護
者
・
要
介
護
者
と
も
市

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

⑶　

要
介
護
者
は
、
要
介
護
区
分

が
４
又
は
５
の
人

⑷　

介
護
者
は
非
課
税
世
帯
の
人

支
給
額　
１
人
年
間
３
万
円
（
年

１
回
支
給
）

※　

該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
内　

浜
田

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
２
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

難
病
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

浜
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

強
化
週
間
で
す

在
宅
介
護
慰
労
金
を
支
給

し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て

参
列
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
８
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮

式
典　
８
月
15
日
㈮

場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）

対
象　
次
の
全
て
を
満
た
す
県
内

在
住
者

⑴　

日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月

７
日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な

ど
戦
没
者
の
遺
族

⑵　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
・
子
又
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
（
た
だ
し
、
夫
婦
で
参
列
の

場
合
に
限
る
。）

⑶　

健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日

間
の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る

人
（
介
助
者
な
し
で
行
動
で
き

る
人
）

※　

こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追

悼
式
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。

※　

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の

み
の
参
列
を
原
則
と
し
ま
す

（
子
又
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者

が
参
列
す
る
場
合
を
除
く
）。

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た

東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊

費
は
定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
５
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
地
域
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※　

島
根
県
遺
族
連
合
会
会
員
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
市
役
所
本
庁
１
階
⑦

番
窓
口
）

選
考
方
法　
年
齢
な
ど
を
考
慮
の

上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※　

参
列
は
、
島
根
県
遺
族
連
合

会
が
主
催
す
る
旅
行
団
が
実
施

し
、
集
合
か
ら
解
散
ま
で
全
て

団
体
行
動
と
な
り
ま
す
。

※　

参
列
者
に
決
定
し
て
か
ら
辞

退
す
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
は

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
っ
て
も

ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
２
４
０
）

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
の

保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間
ド

ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
項
目　
一
般
検
査
（
問
診
・

身
体
計
測
・
診
察
）、
視
力
検

査
、
聴
力
検
査
、
尿
検
査
、
呼

吸
機
能
検
査
、
血
圧
測
定
、
心

電
図
、
血
清
脂
質
検
査
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
、血
液
一
般
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、

膵
機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、
消

化
器
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
又
は
バ

リ
ウ
ム
）、大
腸
が
ん
検
査
（
便

潜
血
検
査
）、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
、　

梅
毒
反
応
、

腹
部
超
音
波
検
査
、保
健
指
導
、

総
合
評
価

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
市
内
の
指
定
医

療
機
関
（
医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
受
入
定
員
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
定
員　

３
０
０
人
（
内
訳
、

浜
田
自
治
区
２
４
０
人
・
金
城

自
治
区
20
人
・
旭
自
治
区
５
人
・

弥
栄
自
治
区
５
人
、
三
隅
自
治

区
30
人
）

条
件　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
（
受
診
日

当
日
ま
で
に
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

平
成
26
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
及

び
支
所
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
な
い
こ
と

自
己
負
担
額　
３
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
し
た
人
以
外
が

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

申
込
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課
「
人
間
ド
ッ

ク
」
係

は
が
き
記
入
例

申
込
締
切
日　
５
月
14
日
㈬
必
着

結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
（
平
成
25
年
度
に
一

日
外
来
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
人
を
優
先
し
て

抽
選
し
ま
す
）。

・
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「人間ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

保
険
・
医
療
・
年
金

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人

権
の
考
え
方
を
広
め
、
私
た
ち
の

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　

講
演
会
の
開
催
、
啓
発
物
品
の

配
布
な
ど
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

や
、
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
自
治

区
で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

浜
田

日
時　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
相

談
室

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

龍
河　

和
子
（
松
原
町
）

西
井
久
美
子
（
高
田
町
）

坂
野　

昭
憲
（
黒
川
町
）

松
山
レ
イ
子
（
竹
迫
町
）

金
本　

孝
恵
（
熱
田
町
）

村
井　
　

勉
（
日
脚
町
）

其
原　

繁
広
（
内
田
町
）

石
田　

啓
真
（
下
府
町
）

河
野　

恒
弘
（
宇
野
町
）

金
城

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

内
藤　

大
拙
（
金
城
町
下
来
原
）

金
口　

重
生
（
金
城
町
久
佐
）

竹
田　
　

聰
（
金
城
町
小
国
）

旭人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

上
野　

壽
友
（
旭
町
今
市
）

寺
沢　

令
子
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

金
高　

梅
子
（
弥
栄
町
稲
代
）

王
子　

幸
子
（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

石
川　

朝
子
（
三
隅
町
三
隅
）

齋
藤　
　

篤
（
三
隅
町
岡
見
）

井
上　

義
樹
（
三
隅
町
井
野
）

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の

日
時
・
場
所
は
不
定
で
す
の
で
、

『
広
報
は
ま
だ
』
付
属
の｢

は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

写
真
撮
影
の
基
本
を
学
び
、
魅

力
あ
る
作
品
を
制
作
し
ま
す
。
季

節
の
雰
囲
気
や
風
景
の
一
コ
マ
を

カ
メ
ラ
で
切
り
取
っ
て
も
ら
い
ま

す
。

対
象　
中
学
生
以
上

日
時５

月
18
日
㈰
・
６
月
１
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

集
合
場
所　
石
正
美
術
館

１
日
目　
５
月
18
日
㈰

講
義
（
カ
メ
ラ
の
取
扱
い
・
撮

影
の
ポ
イ
ン
ト
・
芸
術
作
品
と

は
な
ど
）・
撮
影
（
室
谷
の
棚

田
で
、
田
植
え
・
そ
の
他
周
辺
）

２
日
目　
６
月
１
日
㈰

講
評
（
参
加
者
の
作
品
に
つ
い

て
）

※　

参
加
者
は
、
１
日
目
に
撮
影

し
た
写
真
を
３
枚
程
度
、
Ａ
４

版
に
プ
リ
ン
ト
し
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
５
月
15
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

中
国
語
講
座
～
入
門
編
～

　

中
国
語
を
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う

と
す
る
人
、
国
際
交
流
員
の
王
さ

ん
と
一
緒
に
簡
単
な
単
語
と
発
音

を
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
５
月
15
日
㈭
・
22
日
㈭
・

29
日
㈭
、
６
月
６
日
㈮
・
12
日

㈭
・
19
日
㈭
・
26
日
㈭
、
７
月

３
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
５
月
９
日
㈮

中
国
語
講
座
～
初
級
編
～

　

単
語
と
発
音
を
勉
強
し
た
ら
、

次
は
簡
単
な
会
話
を
王
さ
ん
と
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
５
月
15
日
㈭
・
22
日
㈭
・

29
日
㈭
、
６
月
６
日
㈮
・
12
日

㈭
・
19
日
㈭
・
26
日
㈭
、
７
月

３
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17
日
㈭

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
５
月
９
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

人
権

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知

で
す
か

写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
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　３月25日㈫、すくすく春待ちコンサートが子育て支援セン
ターで行われました。コンサートでは、チェロとフルートのア
ンサンブルユニットF

フ ラ ウ セ

lauceが、クラシックから子どもたちが歌
える童謡まで、春をイメージした曲を中心に演奏しました。
　フルートの輝く音色とチェロの深い響きに、コンサートを鑑
賞したお母さんたちは「子育てで忙しい日々ですが、美しい音
色に心が癒されました」、「とてもリラックスできました。子ど
もも楽しそうなので、何度でも一緒に鑑賞したいです」と笑顔
で話し、会場は温かい雰囲気に包まれていました。 お母さんたちにも曲のプレゼントがありました

昨年秋に行われた交換球技大会の様子

　３月25日㈫、三隅町子ども会育成連絡協議会の解散総会が三
隅公民館で開催されました。
　この協議会は、明日を担う子どもたちを心身ともに健やかに
成長させることを目的に、昭和48年に発足しました。以来、心
豊かにふるさとを愛する子どもたちを育てるため、様々な活動
を進めてきました。
　しかし、子どもたちの価値観が多様化した昨今、子どもたち
をサポートする団体も増加したことで、その役割は果たせたと
して41年間の長い歴史に幕を閉じました。

人々の目を楽しませる絶景

　４月５日㈯、桜まつりが野坂集会所で行われました。
　当日は肌寒さを感じるなか、有志の会でやきとりなどを販売
して祭りを盛り上げました。辺りが桜の香りで優しく包まれ、
夜にはライトアップされた夜桜を楽しむこともできました。
　鍋石町から弥栄町への玄関口となる十国トンネルを抜けると
一気に視界が開け、野坂集落の田舎風景や弥畝山までが見渡せ
る絶景のほか、この季節は県道沿いの桜が咲き誇る美しい桜が
広がります。

　４月５日㈯・６日㈰、第10回梨田昌孝杯浜田市学童軟式野球
大会が三隅中央公園野球場を中心に３会場で行われました。
　今回は第10回の記念大会として、浜田市内から６チーム、市
外から６チームの計12チームが参加し、優勝を目指して熱戦を
繰り広げました。
　大会期間中は、時折雨が降り気温も寒く、あいにくのコンディ
ションでしたが、選手たちは元気一杯に大きな声を出し、寒さ
を吹き飛ばすような好プレーも続出して、会場は大いに盛り上
がりました。 熱戦を繰り広げる選手たち

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

美しい音色を親子で鑑賞
～ チェロとフルートのコンサート ～

はまだ

子どもの成長を見守り続けて
～ 三隅町子ども会育成連絡協議会解散総会 ～

みすみ

野坂桜まつり
～ 目の前に広がる桜の風景 ～

やさか

未来へはばたけ！学童球児！
～ 第10回梨田昌孝杯学童軟式野球大会 ～

みすみ
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　３月23日㈰、いわみっ子まつりが石見公民館で開催されまし
た。これは浜田のまちの縁側と石見公民館の主催で行われたも
ので、地域の子どもたちがたくさん訪れました。
　まつりでは子どもたちも店長としてお店を出店しており、浜
田一中の生活科学部・美術部、浜田高校の自然科学部、県立大
学のC-A

ア ー テ ィ ス

rtisのほか、多くの市民団体も出店しました。
　生活科学部のお店でスライム作りをした子どもたちは、「い
ろんな水を混ぜたら、ネバネバしてきておもしろかった」と話
し、会場は子どもたちの笑顔であふれていました。 手作りグッズの店で、お気に入りの品をお買い物

　３月22日㈯、「サウンドファイブ夢の音会」の活動45周年記
念セレモニーが、夢の音村「森の公民館」で開催されました。
　サウンドファイブ夢の音会は、高校時代の同級生５人の音楽
バンドが母体となり、ライブ活動や著名人の音楽・舞台イベン
トを企画するなど、地域に根差した活動に取り組み、平成13年
には地域づくり国土交通大臣賞受賞など、輝かしい功績をあげ
ています。
　河野会長は「まずは活動50年を目指して、新たな取組にチャ
レンジしたい」と意気込みを語りました。これまでの活動を振り返る河野会長

　３月16日㈰、第９回神楽の里かなぎ共演大会が、ふれあいジ
ム・かなぎで開催されました。
　この大会は、金城の里に春の訪れを告げる大会として「春一
番神楽」として親しまれています。
　今年は、金城町内10団体が、それぞれの地域で受け継いでき
た神楽舞、自慢の10演目を勇壮・華麗に披露し、会場を埋めた
約600人の来場者を魅了しました。

勇壮、華麗な神楽舞

　３月16日㈰、パン教室が錦ヶ岡集会所で行われました。
　このパン教室は、錦ヶ岡集落の女性部が、毎月第３日曜日に
開催。手作りの良さを世代間で分かち合い、健康で楽しい食生
活が送れるよう、食育活動や福祉活動の一環として行っていま
す。
　カレー粉やジャムなど、食材は手作りのもので、今回もピザ
などたくさんの種類のパンが作られました。
　できあがったパンはとてもおいしく、みんな笑顔でいきいき
とパン作りを楽しんでいました。 職人のようなパン作り

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

お客さんじゃあもったいない
～ みんなが主役、子ども店長の店 ～

はまだ

活動45周年記念セレモニー
～ サウンドファイブ夢の音

ね

会 ～
かなぎ

心を揺さぶる石見神楽舞
～ 神楽の里かなぎ共演大会 ～

かなぎ

やさか手作りのカレー粉・ジャムでパン作り
～ 健康で楽しいパン教室 ～
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　３月７日㈮、美又地域のまちづくり活動の拠点となる「夢は
ち工房」の竣工式が行われました。この施設は、美又湯気の里
づくり委員会とＮＰＯ法人美又ゆめエイトが中心となり、平成
21年３月に閉所した旧美又へき地保育所を、国・市の助成を受
け改築・整備したものです。
　この施設を拠点に、地元の黒米を使った黒米焼酎（黒大蛇）
の販売や、黒大豆を使った大黒とうふ、こんにゃくの加工など
を行い、少子高齢化が進む地域の活性化に取り組んでいきます。

　３月３日㈪、ひな祭り会があさひ子ども園で催されました。
　最初に年長組が立派なひな人形の前で、元気な声で「きょう
～は楽しい～ひなまつり～」と合唱した後、園長先生からひな
祭りの由来や、ひな人形のお話を聞きました。
　このほかにも、園児手作りのひな人形の披露や保育士による
ユーモアあふれる寸劇も行われ、園児たちは笑顔を見せていま
した。
　会の終了後には、みんなでひなあられを食べ、園児たちにとっ
て大満足の１日でした。

　３月７日㈮、卒業を控えた今市小学校６年生児童14人が40羽
のキジを放鳥しました
　この取組は、島根県が鳥獣保護区などへ放鳥を行うことでキ
ジの増殖を図るとともに、子どもたちの動物愛護の気持ちを育
むために企画されたものです。
　当日は放鳥に先立ち、小学校で猟友会の皆さんからキジにつ
いての説明を受けた後、旭運動公園へ移動して１羽ずつ手で抱
え、威勢のいいキジを大空に放ちました。放鳥した児童は、「ま
た会えたらいいな」と名残惜しそうに話していました。

　３月15日㈯、弥栄自治区集落営農研修会がふるさと体験村で
開催され、町内13の組合・法人が出席しました。
　この研修会では、津和野町の農事組合法人おくがの村代表理
事組合長の糸賀盛人さんが「弥栄自治区の集落営農組織の強化
と連携」をテーマに講演をされました。
　集落営農は、地域の中核的農家や農業生産法人とともに農業
の将来を担うと期待されており、兼業化が進展した地域や高齢
化・過疎化が進む地域で農地を守り続ける仕組みづくりに取り
組んでいきます。

「夢はち工房」竣工式

ひな人形の話を聞き入る園児たち

歓声をあげながらキジを見送りました

笑いを取り入れたユニークな研修会

かなぎ美又に「にぎわい、ふれあいを」
～ 「夢はち工房」竣工式 ～

あさひキジ40羽が大空に羽ばたく
～ 今市小学校６年生がキジの放鳥 ～

あさひ楽しいひな祭り会
～ あさひ子ども園ひな祭り会 ～

集落営農研修会
～ 集落営農組織の強化と連携 ～

やさか

まちのわだい ♥Town Topics
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北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
・
知
識

交
流
を
通
じ
て
研
究
に
励
む 

「
市
民

研
究
員
制
度
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
研
究
や
大
学
院
生
と
の

共
同
研
究
な
ど
大
学
な
ら
で
は
の
企

画
・
交
流
が
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ

る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
研
究
員
と
し
て
登
録
す
る
に

あ
た
り
、
特
に
必
要
な
資
格
は
あ
り

ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
研
究
員
一
同
、

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
室
（
☎
�
２
２
０
１
）

　

３
月
19
日
㈬
、
島
根
県
立
大
学
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
と
大
学
院
学
位
記

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、
総
合
政
策

学
部
卒
業
生
２
２
７
人
、
大
学
院
修

了
生
３
人
が
本
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

本
田
雄
一
学
長
か
ら
の
は
な
む
け

の
こ
と
ば
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学

部
卒
業
生
代
表
の
山
田
卓
さ
ん
と
、

大
学
院
修
了
生
代
表
の
李リ

丹タ
ン

丹タ
ン

さ
ん

か
ら
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
勉
学
や
新

た
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
道
へ
の

意
気
込
み
が
謝
辞
と
し
て
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
式
典
内
で
は
、学
術
や
文
化
、

社
会
活
動
で
成
果
を
挙
げ
た
浜
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
４
人
、
団
体
２

組
に
対
し
て
、
島
根
県
立
大
学
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
「
浜
田
市
と
の
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、

地
域
振
興
な
ど
市
の
施
策
に
有
用
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
浜
田
市
と
共
同

研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平

成
25
年
度
の
報
告
会
を
開
催
し
、
２

件
の
研
究
テ
ー
マ
で
、
担
当
教
員
と

ゼ
ミ
生
が
研
究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

○
水
産
加
工
業
活
性
化
に
関
す
る
調

査
～
浜
田
市
水
産
加
工
業
者
の
事

業
拡
大
に
向
け
て
～

　
　
　
　
　
　

久
保
田
典
男
准
教
授

○
港
町
「
は
ま
だ
」
を
振
興
す
る
産

業
政
策
‐
特
定
第
三
種
漁
港
を
中

心
と
し
て
‐

　
　
　
　
　
　
　
　

光
延
忠
彦
教
授

　

２
月
１
日
か
ら
２
週
間
、
ロ
シ
ア

海
洋
国
立
大
学
、大テ

邱グ

韓
医
大
学
校
、

啓ケ
ミ
ョ
ン明
大
学
校
か
ら
計
10
人
の
学
生
を

受
け
入
れ
て
「
島
根
県
立
大
学
冬
期

日
本
語
・
日
本
文
化
研
修
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
、
石
見
神
楽
授
業
や
茶

道
、
書
道
、
着
付
け
体
験
、
広
島
や

松
江
で
の
視
察
研
修
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
日
程
に
本
学
学
生
が

協
力
し
学
生
同
士
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
最
後
の
美
川
小
学
校
訪
問
で

は
、
研
修
生
が
日
本
語
授
業
で
準
備

し
た
自
国
の
紹
介
を
日
本
語
で
行
い
、

小
学
生
に
は
日
本
の
遊
び
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
緒
に

給
食
を
食
べ
、
掃
除
を
し
た
小
学
生

と
の
交
流
は
、
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

①
「
た
け
し
ま
」（
欝
陵
島
）
に
暮

ら
し
た
日
本
人
た
ち

日
時　
５
月
７
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
福
原
裕
二
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
准
教
授
）

② 

「
知
っ
て
考
え
よ
う
！
」
浜
田
市

の
公
共
交
通

③
「
知
れ
ば
ナ
ッ
ト
ク
！
」
浜
田
の

鉄
道
史

日
時　
５
月
14
日
㈬

　

午
後
５
時
45
分
～
７
時
45
分

②
講
師　
松
田
善よ

し

臣た
か

（
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
准
教
授
）

③
講
師　
西さ

い

藤と
う

真
一
（
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
講
師
）

④
チ
ェ
ロ
は
紡
ぐ
～
地
域
と
文
化
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
～

日
時　
５
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
林　

千
夏
さ
ん
（
グ
ラ
ン
ト

ワ
弦
楽
合
奏
団
元
代
表
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ルF

フla

ラu

ウc

セe

チ
ェ
ロ
担
当
）

⑤
美
を
紡
ぐ
心
・
育
む
心『「
い
き
」

の
構
造
』
を
読
む

日
時　
５
月
21
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
村
井　

洋
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

⑥
異
文
化
間
の
ビ
デ
オ
会
議
の
教
育

的
効
果

日
時　
５
月
28
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
江
口
真
理
子
（
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
教
授
）

⑦
「
景
観
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う

日
時　
６
月
４
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
八
田
典
子
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
教
授
）

会
場　
県
立
大
学
講
義
・
研
究
棟

　

講
座
①　

中
講
義
室
４

　

講
座
②
～
⑦　

中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先

地
域
連
携
課
（
☎
�
２
３
９
６
）

※　

詳
し
く
は
、
公
開
講
座
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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vol.127
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

謝辞を述べる山田卓さん

美川小学校との交流

市
民
研
究
員
を
募
集

平
成
25
年
度
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院

学
位
記
授
与
式

浜
田
市
と
の
共
同
研
究
成
果

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

ロ
シ
ア
・
韓
国
の
学
生
が
日
本

語
・
日
本
文
化
研
修
に
参
加

公
開
講
座
の
ご
案
内
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
い

つ
く
し
む
よ
う
に
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

画
家
に
と
っ
て
絵
は
、
時
間
と
手

間
を
か
け
て
生
み
出
す
、
わ
が
子
の

よ
う
に
大
切
な
存
在
で
す
。
絵
そ
の

も
の
へ
の
愛
情
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ

に
描
か
れ
る
対
象
へ
向
け
た
想
い
も

自
然
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正

（
93
歳
・
三
隅
町
出
身
）
を
は
じ
め

と
す
る
９
人
の
画
家
の
温
か
な
ま
な

ざ
し
を
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
、
当
館

初
公
開
の
も
の
も
含
め
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
期
間
中
、
毎
日
先

着
10
人
に
、
展
覧
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
し

お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
期　
６
月
27
日
㈮
ま
で

料
金

　

一
般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

（

）
内
は
団
体
料
金

※
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３

日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。　《本館・新館展示室》

企画展「いつくしむように」
　６月27日㈮まで

《ギャラリー展示》
江角英之写真展「幸せの国ブータン」
　５月２日㈮まで
くにびき学園西部校　17期生共同模
写展
　５月３日㈷～16日㈮
木村喜代子個展「古布で織りなす四
季の彩り」
　５月17日㈯～30日㈮
竹田邦廣　水彩画展
　５月31日㈯～６月６日㈮

《イベント情報》
母の日ワークショップ「スイーツ・
メモスタンドをつくろう」
　５月３日㈷　午後１時～３時
美術館のポスターでアートエコバッ
グ作り
　５月４日㈷　午後１時～３時
竹ぽっくりを作ってあそぼう！
　５月５日㈷　午後１時～３時
古布を使ってブローチ人形を作りま
しょう　
　５月24日㈯　午後１時30分～４時
講師　木村喜代子さん
材料費　６００円（予約が必要です。）

　軽量粘土や樹脂粘土をつかって、かわいいカップケーキのメ
モスタンドを作ろう。小さな子どもでもカンタンにできます。
日時　５月３日㈷　午後１時～３時
材料費　５００円（予約が必要です。）
講師　琴野和世さん

　石正美術館のポスターをリサイクルして、オシャレで長持ち
するアートエコバッグを作りましょう。
日時　５月４日㈷　午後１時～３時
材料費　２００円
講師　清水美

よ し

重
え

さん

　足にはいて歩くと「ぽっくり、ぽっくり」いい音がする竹の
ぽっくり。自然の材料を使った簡単たのしいおもちゃを、自分
で作ってみましょう。最後にみんなで競走もするよ。
日時　５月５日㈷　午後１時～３時
材料費　２００円　

石本正「つがいのふくろう」制作年不明

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

◎スイーツ・メモスタンドをつくろう

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎ポスターでアートエコバッグ作り

◎竹ぽっくりを作ってあそぼう！
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、『
五

味
太
郎
作
品
展　

絵
本
の
時
間　

S
pecial

』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
日
本
を
代
表
す
る
絵
本

作
家
・
五
味
太
郎
さ
ん
の
絵
本
原
画

約
１
２
０
点
を
中
心
に
、
国
内
外
で

出
版
さ
れ
た
絵
本
の
展
示
な
ど
、
五

味
さ
ん
の
世
界
を
堪
能
で
き
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ら
く
が
き
絵
本
」
の
拡

大
コ
ー
ナ
ー
や
、
色
紙
を
使
っ
た
絵

本
作
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、み
た
り
、

作
っ
た
り
で
き
る
展
覧
会
で
す
。

会
期　
５
月
25
日
㈰
ま
で

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
12
日
・
19
日
・
26
日

振
替
日　
７
日
㈬

展
示
替　
27
日
㈫
～
30
日
㈮

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

本
展
に
企
画
協
力
い
た
だ
い
た
穂

積
保
さ
ん
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
「
五
味
太
郎
さ
ん
の
絵
本
作
り
に

つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

五
味
作
品
の
魅
力
や
作
品
に
隠
さ

れ
た
秘
話
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
10
日
㈯　

午
後
３
時
～

　
　
　
　
　

11
日
㈰　

午
前
10
時
～

会
場　
５
階
展
示
室

講
師　
メ
デ
ィ
ア
リ
ン
ク
ス
・
ジ
ャ

パ
ン　

穂
積
保
さ
ん

定
員　
50
人

参
加
費　
無
料

※　

展
覧
会
の
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
☎
�
８
４
５
１
・
▢FAX
�
８
４
５

２) 
Em

ail:ham
a-b@

nifty.com

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分

ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
ミ
ニ
黒
板
を
つ
く
ろ
う
》

　

動
物
の
飾
り
を
付
け
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
黒
板
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
３
日
㈷
～
６
日
(振)

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
プ
レ
ー
ト
万
華
鏡
》

　

く
る
く
る
プ
レ
ー
ト
が
回
る
万
華

鏡
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

参
加
費　
１
人
３
５
０
円

《
ガ
ラ
ス
カ
レ
ッ
ト
万
華
鏡
》

　

色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
を
つ
め

て
、
万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
５
日
㈷
・
６
日
(振)

参
加
費　
１
人
４
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
》

　

わ
っ
か
を
作
っ
て
、
シ
ャ
ボ
ン
玉

を
飛
ば
そ
う
！
（
雨
天
時
は
変
更
）

◎
５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
紙
風
船
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
》

　

紙
風
船
で
元
気
に
は
じ
け
る
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
作
っ
て
食
べ
て
み
よ
う
。

◎
５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
青
空
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
》

　

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
５
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
ス
ト
ロ
ー
鉄
砲
づ
く
り
》

　

ス
ト
ロ
ー
の
矢
が
飛
び
出
る
お
も

ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

◎
５
月
31
日
㈯
・
６
月
１
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

企
画
展
『
日
本
の
中
の
浜
田
の
美
術
』

展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
開
催

対
話
型
鑑
賞
の
会
・
み
る
み
る
の
会

日
時　
５
月
31
日
㈯　

　

午
後
２
時
～
３
時

記
念
講
演
会　
「
喜き

よ
よ
し
こ
う
じ
ん

代
吉
郊
人
先
生

と
五
風
会
」

講
師　
山
藤
耕こ

う

子し

さ
ん

日
時　
６
月
１
日
㈰　

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
４
・
５
階
展
示
室

※　

ど
ち
ら
も
参
加
無
料
で
す
が
、

観
覧
券
が
必
要
で
す
。

■
市
民
写
生
大
会
開
催

日
時　
６
月
７
日
㈯
（
雨
天
順
延
）

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

有

料

広

告

vol.209
『
五
味
太
郎
作
品
展
』開
催
中

展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　

三
隅
図
書
館
は
、
５
月
26
日
に

開
館
１
周
年
迎
え
ま
す
。

　

三
隅
図
書
館
で
は
、
開
館
１
周

年
を
記
念
し
て
、
記
念
講
演
を
は

じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館

だ
よ
り
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

場
所　
三
隅
図
書
館
内

三
隅
図
書
館
の
利
用
状
況（
概
要
）

貸
出
冊
数　
２
８
、０
０
０
冊

（
平
成
24
年
度　

２
、８
０
６
冊
）

利
用
者
人
数　
８
、３
０
０
人

（
平
成
24
年
度　

９
４
０
人
）

　

５
月
10
日
㈯
ま
で
「
子
ど
も
読

書
週
間
」
で
す
。
子
ど
も
が
本
に

親
し
む
環
境
を
作
る
た
め
、
大
人

も
読
書
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
、

子
ど
も
と
一
緒
に
読
書
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

☆
子
ど
も
読
書
週
間
標
語

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
読
書
の

日
に
あ
わ
せ
て
、「
子
ど
も
読
書

ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
ツ
ア
ー
を
は
じ
め
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

「
海
」
を
テ
ー
マ
に
故
郷
浜
田

を
題
材
と
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
５
日
㈷

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

タ
イ
ト
ル　
海

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
映
画
会

日
時　
５
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分

タ
イ
ト
ル　
日
本
の
む
か
し
ば
な

し
①

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
５
月
25
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

タ
イ
ト
ル　
人
生
、
い
ろ
ど
り

☆
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

　

中
央
図
書
館
で
は
、
平
成
26
年

４
月
か
ら
毎
月
第
２
土
曜
日
と
第

４
日
曜
日
に
電
子
紙
芝
居
を
上
演

し
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
10
日
㈯
、
25
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

　

中
央
図
書
館
、
分
館
（
金
城
・

旭
・
弥
栄
・
三
隅
）
で
借
り
た
図

書
は
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
図
書

館
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
紙
芝
居
・
視
聴
覚
資

料
は
、
必
ず
貸
出
し
を
受
け
た
館

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館

日
時　
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
５
月
15
日
㈭

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

旭
図
書
館

ぶ
っ
く
ん
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
５
月
７
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

※　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
５
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

ぺ
た
ぺ
た
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
は

な
し
の
へ
や
に
あ
る
パ
ネ
ル
の
飾

り
付
け
を
行
い
ま
す
。

☆
貸
出
資
料
の
延
長

　

返
却
期
限
に
な
っ
て
も
読
み
終

わ
ら
な
い
資
料
は
、
次
の
人
の
予

約
が
な
い
場
合
に
、
１
回
に
限
り

貸
出
期
間
の
延
長
が
で
き
ま
す
。

　

延
長
の
手
続
は
、
延
長
し
た
い

資
料
を
持
っ
て
、
中
央
図
書
館
又

は
分
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
延
長
の
手
続
は
、
返
却

期
限
内
で
な
け
れ
ば
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
12
日
㈪
、
26
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

図書館情報

子
ど
も
読
書
週
間

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

図
書
館
利
用
案
内

三
隅
図
書
館

　

開
館
１
周
年
記
念

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
い
つ
も
い
っ
し
ょ
、

　
　
　
　
本
と
い
っ
し
ょ
。」

☆
テ
ー
マ
ト
ー
ク
を
開
催

　

し
ま
す
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ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒

を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ポ

ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の
負

担
を
軽
く
、
無
理
な
く
腕
や
肩
な
ど

の
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

体
を
伸
ば
し
て
楽
し
く
一
緒
に
歩

き
ま
せ
ん
か
。

日　
５
月
18
日
㈰
・
６
月
15
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

　

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

　

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

　

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

７
月
・
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日　
５
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

親
子
で
園
児
た
ち
と
一
緒
に
遊
び

な
が
ら
園
の
環
境
に
慣
れ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
友
達
を
つ
く
り
、
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
同
士
、
育
児
の

　

未
就
園
児
親
子
が
共
に
集
い
、
園

児
と
の
交
流
会
や
園
行
事
に
参
加

し
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

お
し
ゃ
べ
り
の
中
で
子
育
て
の
情

報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に

楽
し
く
子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
27
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
公

園
第
一
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問　
石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

　

就
学
前
の
未
就
園
児
親
子
が
共
に

集
い
、
遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
な
が
ら
子
育
て
の
輪
を
広
げ
る

悩
み
な
ど
を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
23
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　
原
井
幼
稚
園

※　

園
内
に
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

駐
車
場
に
関
し
て
は
園
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

園
児
の
明
る
い
声
を
聞
き
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

５
月
29
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時

場　
長
浜
幼
稚
園

料　
年
間　

６
０
０
円

問　
長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

　

毎
年
好
評
の
「
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
家
族
・
職
場
・
友
人
・
学
生
な

ど
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上
で
遊
び

心
と
健
康
に
自
信
の
あ
る
人

日　
６
月
29
日
㈰

受
付　
午
前
８
時

開
会
式　
午
前
８
時
30
分

場　
周
布
小
学
校
校
庭
側
水
田

定　
先
着
48
チ
ー
ム

※　

１
チ
ー
ム
４
人
で
、
で
き
る
だ

け
男
女
混
成
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

料　
１
チ
ー
ム　

３
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
周
布
公
民
館

（
☎
�
０
０
５
８
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど伝言板

第
11
回
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

原
井
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

石
見
幼
稚
園
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員

長
浜
幼
稚
園
ピ
ッ
コ
ロ
隊

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者

募
　

集

有

料

広

告
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浜
田
の
自
然
や
観
光
地
な
ど
、
そ

の
魅
力
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら

う｢

観
光
大
使｣

に
、
あ
な
た
も
応

募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
市
内
に
居
住
又
は
勤
務

し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
高
校
生

除
く
。）
の
健
康
で
明
る
い
男
女

で
、
平
日
、
休
日
問
わ
ず
年
間
15

回
程
度
（
県
外
５
回
程
度
）
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
で
き
る
人

定　
２
人

委
嘱
期
間　
８
月
２
日
㈯
～
平
成
27

年
８
月
１
日
㈯

業
務
内
容　
委
嘱
期
間
中
は
浜
田
市

観
光
協
会
に
所
属
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

応
募
締
切
日　
６
月
２
日
㈪
必
着

応
募
方
法　
履
歴
書
又
は
レ
ポ
ー
ト

用
紙
な
ど
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
生
年
月
日
・
職
業
（
勤
務
先

又
は
通
学
先
）・
電
話
番
号
・
応

募
の
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
の

上
、
上
半
身
の
カ
ラ
ー
写
真
（
お

お
む
ね
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
。）
を
添
え
て
応
募
し
て
く

抱
月
の
故
郷
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

　

彼
の
ひ
た
む
き
な
生
涯
と
そ
の
芸

術
活
動
を
地
域
住
民
の
文
化
力
を
結

集
し
て
、
感
動
の
舞
台
を
一
緒
に
創

り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　
平
成
27
年
２
月
１
日
㈰

　

１
日
２
回
上
演

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

募
集
内
容

キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
・
合

唱
団
・
詩
吟

対
象

・
小
学
校
高
学
年
～
一
般

※　

未
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

・
文
化
ホ
ー
ル
に
通
え
る
人

募
集
期
間　
７
月
31
日
㈭
ま
で

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　

８
月
３
日
㈰
・
４
日
㈪

稽
古
開
始　
８
月
下
旬

　

以
後
週
１
回
程
度

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。

応
募
用
紙
設
置
場
所

市
教
育
委
員
会
及
び
各
公
民
館

※　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

応
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
【
〒
６

９
７
‐
０
０
２
４　

黒
川
町
４
１

７
５
番
地
（
☎
�
２
１
０
０
・
▢ＦＡＸ

�
７
７
７
４
）】

h
ttp

://fish
.m

ira
cle.n

e.jp
/

ham
abun/

会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内
在
住

で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会

日　
毎
月
20
日
（
20
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

点
訳
、
朗
読
（
音
訳
）
の
知
識
や

技
術
を
習
得
し
て
、
視
覚
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
点
字
図
書

や
、
録
音
図
書
を
作
る
奉
仕
員
を
養

成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
・
朗
読
奉
仕
を
希
望
す

る
65
歳
未
満
の
人
で
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
講
習
会
終

了
後
に
継
続
し
て
活
動
が
続
け
ら

れ
る
人

だ
さ
い
。

応
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会
【
〒
６

　

９
７
‐
０
０
２
２　

浅
井
町
７
７

　

７
番
地
19
（
☎
�
１
０
８
５
）】

会
員
の
仕
事

　

高
齢
者
に
適
し
た
次
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

除
草
・
草
刈
り
、
屋
内
・
屋
外
清

掃
、
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

、
自
動
車
運
転
、

家
事
手
伝
い
、
ふ
す
ま
・
障
子
張

り
、
毛
筆
筆
耕
・
宛
名
書
き
、
家

屋
の
修
繕
、
刃
物
研
ぎ　

な
ど

○
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
早

く
処
理
し
た
い
仕
事
が
あ
る
と
き

○
家
庭
内
の
仕
事
で
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き

　

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

公
益
社
団
法
人
浜
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
６
８
０
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

浜
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

観
光
大
使

住
民
参
加
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
島
村
抱
月
～
夢
・
ふ
る
さ
と

・
ド
ラ
マ
～
」
参
加
者

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員

養
成
講
習
会

教
室
・
講
座

有

料

広

告
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体
力
づ
く
り
と
親
睦
交
流
の
場
と

し
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日　
初
回　

５
月
14
日
㈬

　

午
後
７
時
～
９
時

※　

毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。

場　
石
見
公
民
館
研
修
室

　

教
室
で
は
、
明
る
く
・
楽
し
く
・

元
気
よ
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
立
大

学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
基

本
技
術
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
は
公
式
戦
に
も
出

場
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
小
学
生

日　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
島
根
県
立
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
先
着
50
人

料　
半
期　

４
、
０
０
０
円

※　

前
期
は
４
月
～
９
月
で
す
。

※　

任
意
で
年
間
８
０
０
円
の
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
で
き
ま

す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
練
習
日
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
練
習
日
に
会
場

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※　

体
験
教
室
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
・

運
動
し
や
す
い
服
装
・
飲
み
物
・

帽
子
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ラ
ケ
ッ
ト
は
、
貸
出
用
が
あ
り

ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　

河
上
康
斉
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
３
‐
０
９

１
３
）

E
m

a
il:k

a
w

a
k

a
m

i.ten
n

is@
docom

o.ne.jp

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
５
月
８
日
㈭
～
平
成
27
年
３
月

19
日
㈭
（
全
25
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

料　
１
、
０
８
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
５
月
７
日
㈬

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
５
月
22
日
㈭
～
平
成
27
年
３
月

５
日
㈭
（
全
21
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

料　
８
６
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
５
月
21
日
㈬

共
通
事
項

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
視
聴
覚
研
修

室
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
、
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
・
問　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
３
５
）

　

一
緒
に
彫
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で

も
見
学
で
き
ま
す
。

日　
第
２
・
４
火
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
石
見
公
民
館

料　
月
会
費　

１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
梅
谷
さ
ん

（
☎
�
２
６
８
５
）

　

世
界
に
ひ
と
つ
の
自
分
の
文
学
作

品
（
世
界
最
短
の
文
学
）
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
中
学
生

日　
５
月
10
日
㈯
・
６
月
14
日
㈯
・

７
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

場　
ラ･

ペ
ア
ー
レ
浜
田

講
師　
三
浦
健
一
さ
ん
（
ホ
ト
ト
ギ

ス
同
人　

日
本
伝
統
俳
句
協
会
参

事　

島
根
俳
句
協
会
幹
事
）

定　
先
着
15
人

料　
３
０
０
円
（
１
回
）

※　

筆
記
用
具
と
ノ
ー
ト
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ･

ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

定　
20
人

料　
無
料

※　

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
服
装
と
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
８
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
教
室

浜
田
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

能
面
教
室

有

料

広

告
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種
類　
大
学
卒
業
程
度

受
験
資
格　
昭
和
57
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
一
次
試
験　
６
月
22
日
㈰

第
二
次
試
験　
８
月
上
旬

受
付
期
間　
５
月
７
日
㈬
～
27
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
書
の
提
出
又
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

受
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

・
人
事
委
員
会
事
務
局
・
県
庁
１
階

受
付
・
県
庁
合
同
庁
舎
・
県
外
事

務
所
（
東
京
・
大
阪
・
広
島
）

・
申
込
受
付
開
始
日
以
降
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

・
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
受
験

し
た
い
試
験
の
種
類
を
朱
書
き

し
、
封
筒
に
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
２
封
筒
）
を
同
封
し
て
、
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接
試
験

の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

受
付
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
人
事
委
員
会
【
〒
６
９
０

‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番

地　

県
庁
分
庁
舎
（
☎
０
８
５
２

�
５
４
３
８
）】

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.sh
im

a
n

e.
lg.jp/jinjiiinkai/

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
浜
田
①

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
に
準

拠
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
介

護
福
祉
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
の

習
得
と
介
護
施
設
で
の
実
習
を
通
じ

て
実
践
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

入
校
検
定
日　
５
月
30
日
㈮

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

定　
20
人

料　
無
料

※　

１
７
、
０
０
０
円
程
度
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

訓
練
期
間

　

６
月
17
日
㈫
～
10
月
14
日
㈫

訓
練
場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田　

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

応
募
方
法　
入
校
願
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

※　

所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で
す
。

募
集
締
切
日　
５
月
21
日
㈬

川
本
Ｏ
Ａ
経
理
科

　

一
般
事
務
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
、
経
理
事
務
の
実
践
的
な
知
識
、

技
能
の
習
得
及
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

な
ど
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

就
職
を
目
指
し
ま
す
。

入
校
検
定
日　
６
月
12
日
㈭

検
定
会
場　
川
本
合
同
庁
舎

定　
15
人

料　
無
料

※　

１
７
、
０
０
０
円
程
度
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

訓
練
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈮

訓
練
場
所　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー　

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

応
募
方
法　
入
校
願
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

※　

所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で
す
。

募
集
締
切
日　
６
月
４
日
㈬

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.sh
im

a
n

e.
lg.jp/seibu_gijutsu/

　

中
国
地
方
屈
指
の
つ
つ
じ
の
名
所

「
三
隅
公
園
」
で
、
つ
つ
じ
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
石
見
神
楽
上
演
・
地

元
特
産
品
な
ど
で
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷　

場　
三
隅
公
園

問　
浜
田
市
観
光
協
会

(

☎
�
１
０
８
５)

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
、

和
紙
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
体
験
を

行
い
ま
す
。

日　
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

小
売
店
舗
で
の
仕
事
を
希
望
す
る

人
又
は
関
心
の
あ
る
人
に
、
働
く

き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
の
講

習
で
す
。

　

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上
の
人

日　
６
月
９
日
㈪
～
19
日
㈭

（
平
日
９
日
間
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

定　
10
人

料　
無
料

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
（
☎
�
４
６
８
０
）

資
格
・
試
験

島
根
県
職
員

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

三
隅
つ
つ
じ
ま
つ
り

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

シ
ニ
ア
の
た
め
の
店
舗

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
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家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
同
視

察
研
修
と
し
て
、
岡
山
県
備
前
市
に

あ
る
日
本
最
古
の
庶
民
学
校
や
備
前

焼
の
陶
芸
美
術
館
を
見
学
し
ま
す
。

日　
５
月
17
日
㈯

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

集
合
場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

定　
45
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

料　
７
、
３
０
０
円
程
度

※　

当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
間　
５
月
３
日
㈷
～
11
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直

接
来
館
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
４
５
３
）

　

黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
研
究
会
で

は
、
５
月
10
日
の
「
地
質
の
日
」
に

合
わ
せ
て
、
世
界
的
に
貴
重
な
岩
で

あ
る
黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
に
つ
い

て
、
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
散

策
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
５
月
17
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
浜
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
２
階
食
堂

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
５
‐
０
７

６
６
）

　

斑
入
り
や
珍
種
な
ど
、
色
々
な
春

の
植
物
に
、
あ
な
た
も
癒
さ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　
５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
18
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
公
民
館

問　
三
隅
植
物
愛
好
花か

囲い　

大
崎
さ

ん
（
☎
�
１
８
７
５
）

　

三
隅
町
海
老
谷
の
標
高
２
９
２
ｍ

の
茶
臼
山
城
へ
登
り
、
中
世
城
郭
を

観
察
し
ま
す
。
山
城
の
合
戦
の
様
子

や
周
辺
の
歴
史
探
検
な
ど
楽
し
さ
満

載
で
す
。
山
歩
き
の
で
き
る
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
18
日
㈰　

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

場　
三
隅
神
社
駐
車
場

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

　

３
７
）

　

山
菜
の
天
ぷ
ら
や
煮
し
め
、
餅
つ

き
体
験
の
ほ
か
、
石
見
神
楽
な
ど
地

区
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
や
田
舎

の
バ
イ
キ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日　
５
月
18
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
小
国
公
民
館

定　
３
８
０
人

料　
一
般　

１
、
０
０
０
円
・
小
学

生
５
０
０
円
・
幼
児
無
料
（
昼
食

引
換
券
）

問　
小
国
公
民
館
（
☎
�
０
２
５
４
）

　

石
州
刀
剣
会
で
は
、
初
心
者
入
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
日
本
刀
の
変
遷
や
地

肌
・
刃
文
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
を
、

刀
を
手
に
持
っ
て
、
鑑
賞
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
会
員
の
募

集
も
し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
18
日
㈰

　

正
午
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
新

緑
の
弥
栄
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

コ
ー
ス　
６
・
５
km
、
４
km

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
18
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

集
合
場
所　
安
城
公
民
館
前

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど
持
参
し

て
く
だ
さ
い

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

安
城
公
民
館
（
☎
�
２
９
１
７
）

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

旧
閑
谷
学
校
と

　
　
陶
芸
美
術
館
め
ぐ
り

珍
し
い
岩

　
黄
長
石
霞
石
玄
武
岩

　
　
　
　
　
　
　
散
策
会

第
23
回
山
野
草
展

第
１
４
４
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

小
国
の
自
然
に
親
し
む
会

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
弥
栄
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対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日　
５
月
25
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

集
合
時
間　
午
前
８
時
30
分

※　

午
後
３
時
頃
現
地
解
散
し
ま
す
。

場　
美
川
西
分
館

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

定　
先
着
親
子
20
組

料　
１
人
４
０
０
円

　

実
現
し
な
か
っ
た
鉄
道
「
広
浜
鉄

道
」
の
道
の
り
を
、
大
型
観
光
バ
ス

で
た
ど
り
ま
す
。
終
点
は
、
都
川
の

縁
側
喫
茶
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

棚
田
の
風
景
を
楽
し
み
ま
す
。

日　
６
月
１
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

集
合
時
間　
午
前
８
時
15
分

※　

午
後
５
時
頃
、帰
着
予
定
で
す
。

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

指
導
者　
下
村
明
雄
さ
ん

定　
先
着
45
人

料　
３
、
５
０
０
円

※　

旅
費
・
昼
食
代
・
保
険
料
を
含

み
ま
す
。

※　

山
歩
き
が
で
き
る
服
装
と
靴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

旭
町
で
創
作
活
動
を
し
て
い
る
人

の
応
援
・
紹
介
を
す
る
た
め
の
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
日
目
に
は
演
奏
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日　
５
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
８
時
（
25
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
の
予
定
）

場　
酒
井
家
本
宅
（
天
狗
石
農
村
交

流
セ
ン
タ
ー
前
）

料　
無
料

問　
和
田
公
民
館　

大
屋
さ
ん

（
☎
�
１
９
１
８
）

豪
雨
か
ら
島
根
を
守
れ
！

～
大
雨
災
害
か
ら
１
年
～

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
な
ど
で
は
、

「
大
雨
・
土
砂
災
害
」
に
焦
点
を
当

て
て
、
山
陰
地
方
の
災
害
リ
ス
ク
に

つ
い
て
考
え
る 

“
防
災
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
”
を
実
施
し
ま
す
。

内
容　
〈
準
備
編
〉
防
災
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
「
３
分
の
準
備
が
命
を

つ
な
ぐ
」

〈
実
践
編
〉
こ
ん
な
時
ど
う
す

る
？
「
み
ん
な
で
学
ぶ
被
災
時
の

命
綱
」

日　
６
月
７
日
㈯

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

※　

午
後
３
時
に
終
演
予
定
で
す
。

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ

料　
無
料

※　

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
１

枚
で
２
人
入
場
で
き
ま
す
。

ゲ
ス
ト　
七
咲
友
梨
（
女
優
・
写
真

家
）
ほ
か

司
会　
酒さ

匂こ
う

飛あ
す

翔か

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
）

　

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ス
ケ
ー
ト
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
２
日
㈮

　

午
前
11
時
～
午
後
６
時

　

５
月
３
日
㈷
～
６
日
(振)

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※　

５
日
㈷
（
こ
ど
も
の
日
）
は
中

学
生
以
下
の
滑
走
料
は
無
料
で
す
。

※　

個
人
指
導
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※　

来
期
の
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

は
、
10
月
11
日
㈯
の
予
定
で
す
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

特
別
展
「
海
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

　

「
一
番
泳
ぐ
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
生

き
物
は
？
」「
一
番
卵
の
多
い
生
き

物
は
？
」
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
水
の
世
界
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
あ

な
た
も
、
目
指
せ
、
雑
学
王
。

日　
５
月
６
日
(振)
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

児
童
福
祉
週
間
に
つ
き
小
学
生
・
中

学
生
は
入
館
無
料

　

小
・
中
学
生
は
入
館
料
が
無
料
で

す
。

日　
５
月
５
日
㈷
～
11
日
㈰　
　
　

応
募
締
切
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
サ
イ
ト

　

５
月
16
日
㈮　

午
後
11
時
59
分 

郵
便
は
が
き　
５
月
16
日
㈮
必
着

応
募
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
サ
イ
ト

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
松
江
放
送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nhk.or.jp/m

atsue/ 

郵
便
は
が
き

　

は
が
き
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

名
前
④
電
話
番
号
を
記
入
し
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
６
９
０
‐
８
６
０
１

（
住
所
不
要
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
「
防
災
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
係

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。
応
募
数
が
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
、
５
月
16
日
㈮
以
降
も
先

着
順
で
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

※　

応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局
「
防

　

災
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
係

（
☎
０
８
５
２
�
０
７
０
０
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
30
分
～
午
後
６
時
）

※　

軍
手
・
移
植
ご
て
・
長
靴
・
カ
ッ

パ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

昼
食
は
、
現
地
で
作
り
ま
す
。

※　

万
一
の
事
故
の
場
合
、
応
急
処

置
は
し
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
責

任
は
負
い
か
ね
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

七咲友梨さん

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

親
子
で
さ
つ
ま
い
も
の

苗
植
え
と
野
草
採
り

夢
ロ
マ
ン
の
旅

　
　
　
　
広
浜
鉄
道

旭
の
創
作
展
覧
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局

防
災
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら
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ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

海
の
生
き
物
教
室
「
海
の
宝
石
探
し

＆
ア
メ
フ
ラ
シ
染
め
」

　

海
の
宝
石
「
ア
メ
フ
ラ
シ
」
を
近

く
の
海
に
出
掛
け
て
探
し
て
み
よ
う
。

ア
メ
フ
ラ
シ
も
採
取
し
て
、
染
物
作

り
に
挑
戦
し
ま
す
。

日　
５
月
11
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
漁
港

定　
先
着
30
人　
　

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室
「
川
の
生
き
物
探

し
」

　

春
の
川
で
生
き
物
を
探
そ
う
。

日　
５
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
川

定　
先
着
30
人

料　
無
料

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

企
画
展
「
絵
本
原
画
展　

き
か
ん

し
ゃ
ト
ー
マ
ス
と
な
か
ま
た
ち
」
関

連
イ
ベ
ン
ト

大
型
連
休
特
別
企
画
「
グ
ラ
ン
ト
ワ

に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
や
っ
て
く
る
！
」

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
グ
ラ
ン

ト
ワ
の
中
庭
広
場
に
線
路
が
出
現
。

石
炭
を
燃
料
に
し
て
走
る
本
格
的
な

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
蒸
気

を
上
げ
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走

る
Ｓ
Ｌ
に
乗
っ
て
、
い
つ
も
と
は

違
っ
た
視
線
で
見
え
る
グ
ラ
ン
ト
ワ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
４
日
㈷

１
回
目　
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30

分
２
回
目　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３

時
（
予
定
）

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

定　
先
着
３
０
０
人

料　
無
料

※　

３
歳
未
満
の
子
ど
も
は
保
護
者

と
同
乗
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
絵
本
原
画
展　

き
か
ん

し
ゃ
ト
ー
マ
ス
と
な
か
ま
た
ち
」
関

連
イ
ベ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ト
ー
マ
ス
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う
」

　

は
さ
み
や
の
り
を
使
っ
て
、
ト
ー

マ
ス
の
紙
模
型
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
５
月
31
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※　

最
終
受
付
は
、
午
後
４
時
30
分

で
す
。

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

定　
先
着
１
０
０
人
（
５
歳
以
上
）

料　
無
料

※　

は
さ
み
や
の
り
を
使
い
ま
す
。

道
具
の
使
用
が
不
安
な
子
ど
も
に

は
保
護
者
が
つ
い
て
一
緒
に
制
作

く
だ
さ
い
。

清
流
日
本
一　
高
津
川
鮎
釣
り
解
禁

記
念

さ
か
な
ク
ン　
お
さ
か
な　
な
ん
で

も
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

ギ
ョ
ギ
ョ
！
で
お
馴
染
み
、
大
人

気
の
さ
か
な
ク
ン
が
グ
ラ
ン
ト
ワ
に

や
っ
て
来
ま
す
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
海
の
こ
と
や
魚
の
こ
と
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ

る
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く

学
べ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
す
。
ぜ
ひ

家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
１
日
㈰

開
場　
午
後
２
時
30
分

開
演　
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　

１
、
８
０
０
円

　
　

小
学
生
以
下　

１
、
８
０
０
円

※　

３
歳
未
満
の
膝
上
鑑
賞
は
無
料

で
す
。
た
だ
し
、
席
が
必
要
な
場

合
は
有
料
で
す
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
５
月
15
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

交
通
事
故
発
生
か
ら
解
決
ま
で
、

交
通
事
故
専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
相
談
内
容

・
損
害
賠
償
額
の
算
定

・
賠
償
責
任
の
有
無
、
過
失
の
割
合

・
賠
償
責
任
者
の
認
定

・
損
害
の
請
求
方
法

・
自
賠
責
保
険
及
び
自
動
車
保
険
関

係
の
問
題
、
政
府
保
障
事
業

・
そ
の
ほ
か
交
通
事
故
の
民
事
上
の

法
律
問
題
な
ど

日　
原
則
毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

予
約
先　
日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
４
５
１
４
・
▢ＦＡＸ
�

４
８
１
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
・
▢ＦＡＸ
�
４
８
１

４
）

http://w
w

w
.n-tacc.or.jp/index.

htm
l

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

交
通
事
故
専
門
相
談

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　　



　36

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,849 19,939 22,314 42,253
金 城 1,913 2,192 2,366 4,558

旭 1,402 1,488 1,579 3,067
弥 栄 702 675 753 1,428
三 隅 2,906 3,055 3,417 6,472
合 計 26,772 27,349 30,429 57,778

人　口（３月末現在）

（単位：人）

　少子高齢化が進む地域で、日常生活のいろんなことや農作業に困っている人の
お手伝いをしよう！という思いから、営農組合として平成20年６月に「てごの里
おぐに」は設立されました。
　これまで、除雪・草刈り・庭木の剪

せ ん

定
て い

といった生活支援から、農作業の手伝い・
野菜や椎茸の栽培・農産物の加工など幅広く手掛けており、設立当初から地域が
一体となって活動しています。また、昨年の11月、任意団体から農事組合法人に
なりました。これにより、農地の保全をさらに進め、地域をしっかりと支えるこ
とができるようになりました。
　今年の２月には炭焼き場が完成しました。今後は子どもたちの炭焼き体験や、
木炭の優れた特性について学んでもらうなど、これまで以上に地域や学校と連携
した活動に取り組みたいと考えられています。
　代表を務める田原守さんは「これからも営農組合として、日常生活で困ったこ
とがある人たちの相談にのっていきたい。また、農事組合法人として、組合員さ
んたちのために販売ルートを確立していきたい」と意気込みを話していました。

干し大根づくりの作業風景

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

農事組合法人てごの里おぐに（金城）


